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特集①　18年度施政方針

　私たちのまち、そして市民みなさんを取り巻く環境の変化は非常に厳し
いものがあります。
　日常生活から地球環境まで、しっかりと貢献できる自治体として活動を
展開していくことが、重要な課題となっています。
　そのためにも、自治体の政府部門は可能な限り小さくする一方、多様な
担い手による大きな公共を形成し、それを行政としてネットワークし、コー
ディネートしていくことが、これからの自治体のあり方だと考えます。
　幸い、交野では、ボランティア活動、環境保全・美化活動、スポーツ・文
化活動、子育て支援活動、人権・平和活動など、まちづくりのさまざまな分
野で市民が主体となって活躍しています。
　団塊の世代といわれる多くの方々が仕事の第一線から卒業する2007年
問題が社会問題化されていますが、地域の市民活動という視点に立てば、
その担い手が増える、これほど力強いことはありません。
　こうした方々も一緒になって、さらに市民活動を活性化して、様々な社
会不安の解消に向けて、真に市民が主役となる、活力あふれる交野のまち
づくりを推進していきます。

「自然を守り環境と
共生するまちづくり」

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援

　

交
野
山
森
林
公
園
で
、
里
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
保
全
・
管
理

活
動
に
よ
り
、
豊
か
な
森
の
再
生

が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
里
で

は
、
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
の
成
果
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
設
立
と
い
う
形
で
現
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

②
環
境
の
先
進
自
治
体
へ

　

環
境
問
題
に
様
々
な
切
り
口
か

ら
取
り
組
む
テ
ー
マ
型
市
民
活
動

と
、
地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
融
合
し
た
実
践
的
な

活
動
が
、
市
民
の
間
で
展
開
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

環
境
自
治
体
会
議
が
提
唱
し
て

い
る
環
境
自
治
体
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
Ｌ
Ａ
Ｓ

－

Ｅ
：
ラ
ス
イ
ー
）
と

い
う
手
法
を
検
討
し
、
そ
の
導
入

を
目
ざ
し
ま
す
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設

　

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
中
間

処
理
施
設
と
し
て
、
北
河
内
４
市

が
合
同
で
進
め
て
い
る
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
処
理
場
の
新
設
に

つ
い
て
も
、
四
條
畷
市
や
清
掃
施

設
組
合
と
協
力
し
て
、
引
き
続
き

地
元
協
議
を
続
け
、
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 倉治小学校と交野里山ゆうゆう会の竹炭づくり

市
民
が
主
役

　
　
活
力
あ
ふ
れ
る
交
野
の
ま
ち
づ
く
り
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の
郡
津
処
理
場
跡
地
は
、
部
分
売

却
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑥
農
空
間
の
保
全
・
活
用

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
市

街
化
調
整
区
域
内
の
一
団
の
農

地
を
対
象
と
し
て
、
大
阪
府
の

「
大
阪
府
農
空
間
保
全
・
活
用
指

針
」
に
基
づ
く
「
農
空
間
保
全
・

活
用
地
域
」
な
ら
び
に
「
優
良
農

地
等
保
全
区
域
」
の
指
定
が
行
わ

れ
ま
す
。農
業
者
の
意
向
が
ま
と

ま
れ
ば
、
大
阪
府
に
よ
る
農
空
間

の
保
全
・
活
用
に
関
し
て
の
重

点
的
な
取
り
組
み
が
期
待
で
き

ま
す
。

⑦
星
の
ま
ち
の
魅
力
を
発
信

　

観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
、
星
の
ま
ち
観
光
会
議
の
支
援

を
通
し
て
に
ぎ
わ
い
の
形
成
、
経

済
の
活
性
化
を
図
り
、
住
ん
で
良

し
、
訪
れ
て
良
し
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

⑧ 

消
費
者
対
策
な
ど
相
談
業
務

を
実
施

　

日
常
生
活
の
中
で
、
消
費
者
が

「快適で安心して
暮らせるまちづくり」

①
安
全
を
守
る
体
制
整
備

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
国

民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
、消
防
・

救
急
、
警
察
力
の
向
上
、
さ
ら
に

は
高
度
救
命
救
急
医
療
の
確
保
な

ど
、
市
民
の
安
全
を
守
る
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

②
防
犯
灯
の
整
備
を
継
続

　

ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
の

発
生
し
た
地
区
や
予
想
さ
れ
る
地

域
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
防

犯
灯
照
度
ア
ッ
プ
事
業
は
、
16
年

度
か
ら
３
か
年
計
画
で
３
２
１
０

灯
を
対
象
と
し
て
実
施
。18
年
度

は
１
０
９
７
灯
の
整
備
を
行
い
、

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

③
第
二
京
阪
道
路
が
身
近
に

　

第
二
京
阪
道
路
は
、
こ
の
１
年

間
で
倉
治
地
区
や
星
田
地
区
な
ど

で
橋
脚
が
実
際
に
立
ち
上
が
る
な

ど
、
そ
の
姿
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地
元
説

明
会
が
未
実
施
の
地
区
な
ど
に
つ

い
て
、
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い

を
進
め
、
全
線
供
用
に
向
け
て
、

具
体
的
・
現
実
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

④
マ
イ
ロ
ー
ド
制
度
を
実
施

　

傍
示
川
に
か
か
る
星
田
山
手
橋

で
の
歩
行
者
安
全
策
と
し
て
、
歩

行
者
専
用
の
橋
を
新
設
し
ま
す
。

　

職
員
提
案
か
ら
生
ま
れ
た
「
か

た
の
マ
イ
ロ
ー
ド
制
度
」
を
実
施

し
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た

市
道
に
つ
い
て
、
清
掃
美
化
活
動

を
自
発
的
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
り
、
ご
み
袋
や
軍
手
な

ど
を
支
給
し
協
働
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

⑤
新
浄
水
場
は
20
年
着
工

　

上
水
道
事
業
で
は
、
新
浄
水
場

と
私
市
浄
水
場
を
結
ぶ
連
絡
管
、

磐
船
街
道
導
・
送
水
管
敷
設
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

市
浄
水
場
の
耐
震
診
断
結
果
を

踏
ま
え
、
新
浄
水
場
の
建
設
を
20

年
度
着
工
と
し
て
、
懸
案
の
第
６

次
拡
張
事
業
も
動
き
出
し
ま
し

た
。
18
年
度
も
、
連
絡
管
工
事
の

継
続
を
中
心
に
取
水
井
の
新
設

や
老
朽
管
の
付
け
替
え
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
18
年
度
は
神

宮
寺
や
私
部
地
区
の
汚
水
管
敷

設
な
ど
未
普
及
地
域
の
整
備
促

進
や
既
存
ポ
ン
プ
施
設
の
維
持

管
理
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。懸
案

「健やかで､支えあい､
ふれあいに満ちたまちづくり」

①
地
域
福
祉
計
画
ス
タ
ー
ト

　
「
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」

を
目
ざ
し
た
地
域
福
祉
計
画
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。初
年
度
と
な
る

18
年
度
は
、
地
域
や
市
民
と
の
か

か
わ
り
の
深
い
社
会
福
祉
協
議
会

と
市
行
政
が
一
体
と
な
り
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
め
る
体
制
の
整
備

を
目
ざ
し
ま
す
。

星のまち観光会議が主催した
「第 1回天の川七夕まつり」

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

例
が
相
次
い
で
い
ま
す
。消
費
者

対
策
や
雇
用
促
進
な
ど
を
図
る

た
め
の
各
種
相
談
業
務
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
枠
を
超
え
た
相

談
に
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
相
談
窓
口
の
連
携
を
目
ざ
し

て
情
報
整
理
に
努
め
ま
す
。
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障
が
い
程
度
区
分
な
ど
の
決
定

に
つ
い
て
透
明
化
・
明
確
化
を

図
る
た
め
に
審
査
会
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
が
居
住

す
る
地
域
で
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
行
え
る
よ
う
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
の
種
類

ご
と
の
必
要
な
見
込
み
量
の
確

保
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

⑤ 

子
育
て
支
援
の
拡
充

　

子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ

き
、「
子
ら
の
笑
顔 

み
ん
な
の
宝 

か
た
の
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

保
護
者
の
一
時
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
を
応
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
開
始
と

あ
わ
せ
て
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
、
も
う
１
か
所
設
置
す

る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
気
軽
に
親
子
が
集
い
育

児
相
談
な
ど
を
行
う
「
つ
ど
い
の

ひ
ろ
ば
」
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
家
庭
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
育
児
家
庭
訪

問
事
業
を
行
い
、
虐
待
の
予
防
に

努
め
ま
す
。

②
高
齢
者
福
祉
は
予
防
重
視
型
に

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
介
護
保
険
の
法
改
正
が
行
わ

れ
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
体

系
の
確
立
を
重
視
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
一
部

は
地
域
支
援
事
業
へ
再
編
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
後
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
業
を
委

託
す
る
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
と

の
連
携
と
役
割
分
担
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
や
市
民
活
力
の
導
入
を
進
め
ま

す
。

　

地
域
支
援
事
業
の
特
定
高
齢
者

把
握
事
業
を
市
民
健
診
受
診
者
の

65
歳
以
上
の
人
に
実
施
し
、
対
象

者
の
把
握
に
努
め
、「
元
気
ア
ッ
プ

教
室
」
や
「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

育
成
」
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

④
障
害
者
自
立
支
援
法
に
対
応

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
教

育
・
就
労
も
含
め
た
関
係
機
関
の

参
加
に
よ
る
「
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

調
整
会
議
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
知
的
障
が
い

者
（
児
）
の
方
の
身
近
な
地
域
で

の
相
談
機
関
「
て
ら
、
サ
ポ
」
が

整
備
さ
れ
、
こ
れ
で
身
体
、
精
神

と
合
わ
せ
た
す
べ
て
の
障
が
い

者
の
方
の
相
談
機
能
が
充
足
し

ま
し
た
。

　

18
年
度
に
は
、「
障
害
者
自
立

支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
身
体
障

が
い
者
や
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
の
方
々
が
同
じ
制

度
に
よ
っ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
生
涯
学
習
環
境
を
拡
充

　

総
合
体
育
施
設
、青
年
の
家
、私

部
公
園
、
倉
治
公
園
、
体
育
文
化

協
会
の
武
道
館
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
施
設
予
約
が

可
能
と
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。図

書
館
で
も
、
蔵
書
の
検
索
に
加
え

て
、
予
約
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
化
を
導
入
し
ま
す
。

　

豊
富
な
文
化
財
の
保
護
活
用
を

図
る
た
め
、
発
掘
な
ど
の
調
査
や

報
告
書
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
な

が
ら
、
歴
史
資
料
の
公
開
や
各
種

講
座
な
ど
の
普
及
啓
発
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

②
学
校
安
全
対
策
の
推
進

　

教
育
の
安
全
面
で
は
、
校
門
へ

の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
設
置
や
警

備
員
の
配
置
、
防
犯
ブ
ザ
ー
配
布

な
ど
防
犯
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。
学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
り
、10
年
以
内
を
め
ど
に
、

計
画
的
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

一
部
地
域
で
自
主
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
見
守
り
活
動
の
一
層
の

広
が
り
を
含
め
、保
護
者
や
地
域
、

青
少
年
指
導
員
や
子
ど
も
会
な
ど

の
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
く
方
策
を
講
じ
ま
す
。

③
学
び
も
国
際
化
に
対
応

　

外
国
人
指
導
助
手
の
全
中
学
校

へ
の
配
置
を
継
続
し
、
国
際
化
に

対
応
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、

18
年
度
か
ら
小
学
校
６
年
生
を
対

「育ち、学び ､いきがい
あふれるまちづくり」

特集①　18年度施政方針

わんぱく教室
（子育て支援センター）

郡津小学校の下校風景
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①
人
権
尊
重
へ
の
取
り
組
み

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。市
民
の
み

な
さ
ん
や
市
民
団
体
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
適
切
な
対
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
国
際
化
の
推
進

　

姉
妹
都
市
協
会
が
、
カ
ナ
ダ･

コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
市
と
の
交
流
を

中
心
と
す
る
市
民
の
国
際
感
覚
の

醸
成
を
積
極
的
に
担
う
国
際
交
流

協
会
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
国
際
的
な
関
心
を
よ
り

一
層
高
め
、
相
互
理
解
の
も
と
に

平
和
な
社
会
の
構
築
に
も
寄
与
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

　

制
度
化

　

市
民
と
の
情
報
の
共
有
と
市
政

へ
の
市
民
参
加
の
施
策
と
し
て
、

試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
実
績
と
し

て
実
施
中
の
も
の
を
含
め
５
案
件

地
問
題
の
解
決
、あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
返
還
、有
利
子
負
債
を
50

億
円
以
上
減
ら
し
、
職
員
数
の

削
減
な
ど
で
一
定
の
人
件
費
を

圧
縮
す
る
と
い
う
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、市
民

み
な
さ
ま
へ
の
お
約
束
の
一
端
を

果
た
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
残
さ

れ
た
任
期
も
一
貫
し
て
財
政
健

全
化
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
取
り
組
み
な
が
ら
、

市
民
の
信
託
に
応
え
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

交
野
市
長　

中
田
仁
公

象
に
英
語
活
動
の
指
導
者
派
遣
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
問
題
な
ど
複

雑
多
様
化
す
る
生
徒
指
導
上
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
な

知
識
・
技
能
を
持
つ
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の

整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

④
児
童
会
施
設
を
建
設

　

家
庭
の
就
労
関
係
な
ど
か
ら
、

放
課
後
児
童
会
へ
の
入
会
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し

た
児
童
の
安
全
確
保
を
事
業
運
営

の
主
眼
と
し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
よ
い
環
境
で
過
ご
せ
る
よ

う
な
整
備
を
行
い
ま
す
。特
に
、交

野
小
学
校
区
に
お
け
る
児
童
増
に

対
応
す
る
た
め
に
、
18
年
度
に
児

童
会
施
設
の
建
設
を
行
い
ま
す
。

「人と文化が
和むまちづくり」

「市民とともに
活力あふれるまちづくり」

実
施
し
ま
し
た
。

　

18
年
度
は
こ
れ
を
正
式
に
要
綱

と
し
て
制
度
化
し
、
一
層
の
活
用

を
図
り
、
市
民
協
働
社
会
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
整
備

　

14
年
に
市
民
の
信
託
を
得
て

就
任
以
来
、わ
が
ま
ち
交
野
の
持

続
あ
る
発
展
を
確
保
す
る
た
め

の
基
礎
と
し
て
、財
政
健
全
化
の

道
筋
を
つ
け
る
べ
く
、全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

行
政
は
最
大
の
総
合
サ
ー
ビ

ス
業
で
あ
る
と
自
認
し
、真
に
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、本
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
想
像
以
上

に
厳
し
く
、思
う
に
任
せ
ぬ
こ
と

も
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
東
倉
治
養
豚
場
跡

し
、
指
定
管
理
者
へ
の
無
償
貸
与

を
考
え
て
い
ま
す
。対
象
と
し
て

は
、
教
育
関
連
施
設
の
ほ
か
に
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
も
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
事
業
と
し
て
、
市
民
課
業
務
の

土
曜
窓
口
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
ま

す
。

以上の方針で総額 417 億
6,613 万円の 18 年度予算を
編成しました。
（ 予算の詳細は「広報かたの」
5月 1日号で掲載します）

平和の鐘を鳴らす
（平和記念の夕べ）
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  樹になる！
 実になる話

　

み
な
さ
ん
は
市
内
に
植
物
園

（
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植

物
園
）
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。知
っ
て
い
る
け
ど
行
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
市
内
の
隠

れ
た
名
所
、
植
物
園
の
四
季
折
々

の
魅
力
に
つ
い
て
、交
野
の
自
然
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
季
節
ご
と
の

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
植

物
園
の
概
要
と
市
の
花「
さ
く
ら
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広
報
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）
か
、
同
植

物
園（
℡  
８
９
１
・
２
０
５
９
）

私
市
植
物
園
っ
て

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す

　

一
般
的
に
私
市
植
物
園
と
呼

ば
れ
て
い
る
大
阪
市
立
大
学
理

学
部
附
属
植
物
園
は
、
昭
和
25

年
に
そ
の
名
の
と
お
り
、
大
阪
市

立
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
発

足
し
、
現
在
ま
で
植
物
の
基
礎
的

な
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。広

さ
は
25
・
５
㌶
（
甲
子
園
球
場

約
６
・
４
個
分
）
で
、
日
本
産
の

樹
木
を
中
心
に
約
６
７
０
０
種

類
、
３
万
４
０
０
０
本
の
植
物
を

育
成
し
、
一
般
開
放
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

﹇
利
用
案
内
﹈

と 　

き　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分
（
入
園
は
午
後
４
時

ま
で
）

と 

こ
ろ　

私
市
２
０
０
０（
私
市

駅
か
ら
西
へ
徒
歩
６
分
、河
内
磐

船
駅
か
ら
南
西
へ
徒
歩
20
分
）

休 
園
日　

毎
週
月
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
開
園
）、
12
月
28
日
〜

１
月
４
日

入 

園
料　

３
５
０
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
）、
30
人
以
上
の
団

体
は
２
８
０
円
（
あ
ら
か
じ
め

申
請
が
必
要
）

問 

い
合
わ
せ　

同
植
物
園
（
℡  

８
９
１
・
２
０
５
９　

℻  
８
９ 

１
・
２
１
０
１
）

4月～6月の花だより（園内の主なもの）

樹　種 科　名 場　所
4月 5月 6月

上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬

下
旬

ツバキ ツバキ科 花木園 ◎ ◎
ユキヤナギ バラ科 園内各所 ◎ ◎ ◎
モモ バラ科 サクラ山 ◎ ◎ ◎
サクラ各種 バラ科 サクラ山 ◎ ◎ ◎ ◎
ツツジ ツツジ科 園内各所 ◎ ◎ ◎
ハクサンボク スイカズラ科 花木園 ◎ ◎ ◎
トキワマンサク マンサク科 花木園 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
カラタネオガタマ モクレン科 事務所付近 ◎ ◎ ◎
モクレン モクレン科 外国観賞 ◎
ユリノキ モクレン科 園内各所 ◎ ◎ ◎
タイサンボク モクレン科 外国観賞 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎→
クチナシ アカネ科 花木園 ◎ ◎→
アジサイ ユキノシタ科 花木園 ◎ ◎→
サルスベリ ミソハギ科 園内各所 ◎→
ムクゲ アオイ科 夏咲花木 ◎→
※「◎→」は7月になっても花が咲くことを示しています。
※ 園内の詳しい場所については、植物園事務所で配布している利用案内（園内
地図付き）を参考にしてください。私市植物園周辺地図

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

特集②　「春」の私市植物園
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植物園観察会「サクラ」

と　き
4 月 15日（土）午後 1時 30分～ 2時
30分（雨天中止）

ところ 大阪市立大学理学部附属植物園

内　容

植物園では園内に桜を約 80 品種、
320 本育成し、毎年 3月中旬～ 5月
初旬に楽しめます。特に、4月初旬～
中旬には枝垂れ桜も咲きそろい一番
の見ごろとなります。当日は植物園教
員が桜について分かりやすく解説し
ます。

受講料
無料（入園料 350円は必要、中学生以
下は無料）

申し込み 当日の午後 1時 30分までに直接会場

問い合わせ
同植物園（℡   891・2059　℻   891・
2101　e-mail:b-garden@sci.osaka-
cu.ac.jp）

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
な
い

サ
ク
ラ
山

　

植
物
園
に
入
っ
て
左
手
斜
面
の

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
を
見
な
が
ら
メ
イ
ン

園
路
を
進
み
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

と
も
言
え
る
大
ク
ス
ノ
キ
を
右
手

に
見
て
進
む
と
正
面
に
サ
ク
ラ
山

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。斜
面
を
利
用

し
て
植
え
ら
れ
た
約
２
０
０
本
の

サ
ク
ラ
、品
種
数
で
は
約
60
品
種
、

こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

り
な
が
ら
サ
ク
ラ
山
に
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
あ
り
ま
せ
ん
。植
物
園

な
の
だ
か
ら
、
普
通
に
は
な
か
な

か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
品
種
を

植
え
よ
う
と
考
え
た
先
輩
た
ち
の

心
意
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

珍
し
い
花
を
つ
け
る
品
種

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
緑
の
花
を

つ
け
る
「
新

し
ん
に
し
き
錦
」
で
す
。サ
ク
ラ
の

花
は
桜
色
と
い
う
常
識
が
く

つ
が
え
さ
れ
ま
す
。
花
弁
は

淡
い
黄
緑
色
を
し
て
お
り
、

中
央
の
主
脈
部
分
が
初
め

う
す
い
ピ
ン
ク
色
で
次
第
に

濃
い
ピ
ン
ク
色
に
変
わ
り
ま

す
。
日
本
国
内
で
も
他
で
は

み
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重

な
品
種
で
す
が
、
当
植
物
園

に
も
１
本
し
か
な
く
何
年
も
前
か

ら
増
殖
を
試
み
て
い
ま
す
が
、
成

功
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

変
わ
っ
た
色
と
言
え
ば「
鬱う

こ
ん金

」

と
「
御ぎ

ょ
い
こ
う

衣
黄
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
鬱
金
」の
花
弁
は
う
す
い
ク
リ
ー

ム
色
で
す
。シ
ョ
ウ
ガ
科
の
ウ
コ

ン
を
染
料
と
し
て
衣
類
を
染
め
あ

げ
た
時
の
黄
色
が
鬱
金
色
と
言
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
品
種
名
の
由
来

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た「
御

衣
黄
」
は
新
錦
に
似
た
う
す
い
黄

緑
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
色
だ
け
で
な
く
形
も

一
風
変
わ
っ
た
サ
ク
ラ
が
あ
り
ま

す
。一
般
に
花
の
構
造
は
外
側
か
ら

内
側
に
向
か
っ
て
が
く
片
、
花
弁
、

お
し
べ
、め
し
べ
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、「
兼

け
ん
ろ
く
え
ん
き
く
ざ
く
ら

六
園
菊
桜
」
は
が
く

片
、
花
弁
の
内
側
に
再
び
が
く
片

か
ら
始
ま
る
つ
ぼ
み
が
形
成
さ
れ

ま
す
。こ
の
よ
う
な
構
造
は
二
段
咲

き
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
普ふ

げ
ん
ぞ
う

賢
象
」
で
は
花
の
中
心

付
近
に
緑
色
の
小
さ
な
葉
状
の
構

造
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
め

し
べ
が
葉
化
し
た
も
の
で
す
。

　

花
の
構
造
は
一
重
が
基
本
で
、

突
然
変
異
に
よ
り
八
重
化
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。二
段
咲
き

や
葉
化
な
ど
の
変
異
が
八
重
咲
き

品
種
に
多
い
の
は
、
八
重
咲
き
が

ま
だ
ま
だ
変
異
を
生
じ
る
可
能
性

を
見
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
興

味
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
月
５
日
に
星
の

里
い
わ
ふ
ね
で
行
わ
れ
た
環
境

フ
ェ
ス
タ
で
記
念
植
樹
さ
れ
た
交

野
桜
は
、
実
は
植
物
園
の
サ
ク
ラ

山
に
あ
る
交
野
桜
の
種
子
か
ら
育

て
た
も
の
で
、
も
と
も
と
私
部
に

あ
っ
た
桜
を
36
年
前
に
植
物
園
に

導
入
し
た
も
の
で
す
が
、
ご
存
じ

で
し
た
か
。

大
阪
市
立
大
学

植
松
千
代
美

サクラ山

事務所（入口）

大クスノキ

ユキヤナギ

サクラ山

園内地図（事務所～サクラ山周辺）

兼六園菊桜
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土曜日も住民票や
印鑑証明を発行
ゆうゆうセンター1階
市民サービスコーナー

市政のうごき

　

４
月
15
日
（
土
）か
ら
、
毎
週
土

曜
日（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

に
住
民
票
な
ど
の
発
行
業
務
を
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
開
始
し
ま
す
。

住民票などの交付時に本人確認

　4月から、住民票や戸籍謄本などの交付時に、窓口に来られた人
の本人確認を行います。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
本 人確認ができるもの　各種免許証、住民基本台帳カード、健康保
険証、パスポート、年金手帳など

問い合わせ　市民課（℡  892・0121）か、星田出張所（℡  891・2031）

取
扱
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

取 

扱
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

１
階 

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

取 

扱
業
務　

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・

年
金
現
況
届
・
住
民
票
記
載
事

項
証
明
・
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明

問 

い
合
わ
せ　

市
民
課
（
℡  
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

　

市
は
、
現
在
進
め
て
い
る
「
財

政
健
全
化
計
画
」を
基
に
し
て
、

新
た
な
実
施
事
項
や
目
標
値
な
ど

を
追
加
し
た「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
21
年
度
ま
で

の
行
政
改
革
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
、
下
表
の
と
お
り
６
項
目

に
分
類
し
、
市
民
み
な
さ
ん
に
分

か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano. 

osaka.jp/

）で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

財
政
健
全
化
推
進

課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

集中改革プラン
項　目 方向性 内　容

① 事務事業の再編・整理、
廃止・統合

事業の実施結果や成果を重視し、
選択と重点化を図る

交通傷害補償事業の廃止（18年度）、前納報
奨金制度の廃止（19年度）など

② 民間委託などの推進
サービス水準の向上と経費削減
などを図るため、最も価値のある
サービス提供手法を選択する

18年度から指定管理者制度を導入（いきい
きランド、青年の家など11施設）、保育所、
ごみ収集・運搬、給食センター、図書館、学
校校務員、窓口サービスなどについて、民
間活力の導入を検討

③ 定員管理の適正化
対応すべき行政需要の範囲や手法
を見直しながら行政の担うべき役
割を重点化し、職員数を削減する

職員数について、17年4月を基準として
22年4月までに52人の削減（17年4月
601人→22年4月549人、8.7%の削減）

④ 給与の適正化
市民の納得と支持が得られるよう
に給与制度・運用の適正化を進め
る

55歳昇給抑制措置、退職時特別昇給の廃
止、給料表の平均5.6%の引き下げなど給
与の適正化

⑤ 第3セクターの見直し
団体の自主・独立の推進に向けて
経営改善への自助努力や市の関与
を見直す

総合的な指針の作成。点検評価の結果に基
づき、経営改善計画の策定を要請、指導

⑥ 経費節減などの財政
効果

歳入増加8.3億円、歳出削減34.7
億円、合計43億円（5か年の見込
み）

税の徴収対策、市保有地の売却、職員数・給
与などの削減、指定管理者制度導入、事業
の整理合理化など

集中改革プランを策定
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18
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
人

（
第
１
号
被
保
険
者
）の
所
得
段

階
を
５
段
階
か
ら
６
段
階
に
変
更

し
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
し

ま
す
。こ
の
変
更
は
今
年
度
の
本

算
定
期
間
以
降
に
適
用
し
、
そ
れ

ま
で
の
期
間
（
前
年
の
所
得
が
確

定
す
る
ま
で
の
期
間
）は
、
仮
算

定
期
間
と
し
て
17
年
度
の
保
険
料

段
階
を
基
礎
と
し
た
金
額
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

所
得
の
決
定
後
、
保
険
料
を
確

定
し
、
仮
算
定
の
保
険
料
を
差
し

引
い
た
額
を
本
算
定
期
間
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
18
年
度
年
間
保
険
料
決

65 歳以上の人の
介護保険料が変更

定
通
知
書
や
納
付
書
で
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人
の
７
月
分
以
降
の

納
付
書
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）

▽ 

介
護
保
険
料
は
、
住
ん
で
い
る

市
町
村
に
納
め
ま
す

▽ 

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
、
65

歳
以
上
で
本
市
に
転
入
し
た
日

が
被
保
険
者
と
な
る
資
格
の
取

得
日
で
す

▽ 

資
格
を
取
得
し
た
月
か
ら
、
保

険
料
が
か
か
り
ま
す

﹇
保
険
料
の
納
め
方
﹈

① 

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）　

老
齢
・
退
職
年
金

な
ど
が
年
額
18
万
円
（
月
額

１
万
５
０
０
０
円
）以
上
の
人

は
、
２
か
月
ご
と
の
年
金
定
期

支
払
時
に
、
２
か
月
分
の
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す

② 
口
座
振
替
、
納
付
書
で
の
納
付

（
普
通
徴
収
）　

老
齢
・
退
職
年

金
な
ど
が
年
額
18
万
円
（
月
額

１
万
５
０
０
０
円
）未
満
の
人

や
年
度
途
中
で
資
格
取
得
し
た

人
は
、納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

40
歳
〜
64
歳
で
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人（
第
２
号
被
保
険
者
）

▽ 

医
療
保
険
の
保
険
料
と
一
括
し

て
納
め
ま
す

▽ 

保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

保
険
料
は
所
定
の
期
限
ま
で
に

　

 

保
険
料
の
滞
納
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時

の
自
己
負
担
１
割
が
３
割
に
な

る
な
ど
、
保
険
給
付
の
制
限
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

65歳以上の人の介護保険料
18年度保険料段階区分 年間

保険料段階 内　容
第1 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で市民税非課税世帯 28,176円

第2 世帯全員が市民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下 28,176円

第3 世帯全員が市民税非課税で、第2段階に該当しない 42,264円
第4 本人は市民税非課税だが、世帯に市民税課税者がいる 56,352円
第5 本人市民税課税で、合計所得金額が200万円未満 70,440円
第6 本人市民税課税で、合計所得金額が200万円以上 84,528円

普通徴収（納付書での納付か、口座振替）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
←仮算定期間→ ←本算定期間→
※ 前年の所得が確定した7月に本算定を行いますが、それまでは前年
度の保険料段階を基に決定した保険料を納めていただきます。

特別徴収（年金からの天引き）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

←仮徴収期間→ ←本徴収期間→
※ 前年の所得が確定した7月に本算定を行いますが、4月は前年度の2
月と同額を仮徴収します。

保 険料の納期月　普通徴収4月分の納期限は、5月1日（月）

ゆうゆうセンターの
組織が一部変更

① 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
は
、「
基
幹
型

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」の

業
務
を
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）」

に
移
行
。「
高
齢
福
祉
係
」を
介
護

保
険
課
に
統
合
し
、
高
齢
者
施

策
の
窓
口
を
一
本
化
し
ま
す
。

② 

介
護
保
険
課
は
、「
高
齢
介
護

課
」と
し
、
介
護
保
険
業
務
、
地

域
支
援
事
業
・
高
齢
者
一
般
施

策
を
所
管
（
社
会
福
祉
協
議
会

に
一
部
業
務
を
委
託
）し
ま
す
。

③ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
は
、「
障
が
い

福
祉
課
」と
し
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
と
も
な
う
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

介護保険のサービス利用方法などの
変更について

▽  更新申請で、新しく要支援１・２と認定された
場合は、新しい手続きが必要です。利用中のケ
アマネジャーや施設、地域包括支援センターへ
至急連絡してください

▽ 一部の介護サービスの利用料や、利用でき
る回数・内容が変わります。福祉用具の購入
は、府の指定を受けた事業所のみが対象。
要支援１・２・要介護１の人は、福祉用具のレン
タルで、原則として車いす、介護用特殊ベッド
などが利用対象外となります。（ただし、すでに
利用中の人は、9月まで経過措置があります）
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４
月
10
日
（
月
）〜
20
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
市
内
の

各
会
場
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
す
。こ
の
注
射
は
１
年
に

１
回
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、注
射
会
場
で
は
、飼
い
犬

の
新
規
登
録
、各
種
変
更
届
、市
外

か
ら
の
転
入
も
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

転
入
者
は
転
出
元
の
市
町
村
で

交
付
さ
れ
た
鑑
札
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。な
け
れ
ば
再
発
行

（
１
６
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表

対 　

象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

（
室
内
犬
も
同
様
）

狂犬病予防集合注射の日程
4月 10：00～11：30 13：30～14：15 14：45～15：30
10日
（月）倉治公民館

第1児童センター
（幾野）

さくら丘自治会館
（天野が原町）

11日
（火）森区民ホール

百重ヶ原キラキラ
広場（私市山手） 私市会館

12日
（水）市役所別館東 私部会館 青山自治会集会所

13日
（木）星田会館

南星台4丁目西公
園 星田山手自治会館

14日
（金）教育文化会館

郡津駅西口前（松
塚公園内） 郡津公民館

17日
（月）市役所別館東 妙見東自治会館

妙見坂1丁目公
園（カンガルーち
びっこ広場）

18日
（火） －

リニアパーク北公
園（星田西体育施
設北）

育苗センター（ふ
じがお幼稚園横）

19日
（水） － 星田出張所 星田会館

20日
（木） － ゆうゆうセンター

西駐車場 倉治公民館

※ 今回、私市山手自治会館は、百重ヶ原キラキラ広場に変更し
ています。ご注意下さい。

※ 

既
に
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
ご
案
内
」

を
３
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。持
参
し
な
い
場
合
は
、

手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。「
ご
案
内
」が
届
い
て
い
な

い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

集
合
注
射
に
来
れ
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。費
用
は
事
前
に
動
物
病

院
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内 　

容　

飼
い
犬
登
録
（
未
登
録

者
の
み
）、
各
種
変
更
届
お
よ

び
死
亡
届
、
狂
犬
病
予
防
注
射

お
よ
び
注
射
済
票
の
交
付

手
数
料

▽
飼
い
犬
登
録
＝
３
０
０
０
円

▽ 

予
防
注
射
な
ど
＝
３
２
０
０
円

会
場
で
の
注
意

▽ 

犬
を
十
分
制
御
で
き
る
人
が
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い

▽ 

鎖
・
首
輪
は
確
実
に
し
、
安
全

な
も
の
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い

注 

射
時
の
注
意　

当
日
は
、
激
し

い
運
動
や
入
浴
を
避
け
、
安
静

飼い犬の登録と
狂犬病予防注射

に
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、
次
に
該
当
す
る
場

合
は
、
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。事
前
に
獣

医
師
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
妊
娠
中
か
、最
近
交
配
さ
せ
た

▽ 

１
か
月
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
受
け
て
い
る

▽ 

下
痢
、
お
う
吐
、
せ
き
な
ど
の

症
状
が
あ
る

▽
現
在
病
院
で
治
療
中

▽ 

他
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬

（
交
野
市
内
へ
の
登
録
変
更
を

す
る
場
合
は
除
く
）

問 

い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

　犬の飼い主は責任を持ち、ルー
ルや義務を正しく守って飼いまし
ょう。
 必ず飼い犬登録と狂犬病予防注射
　 登録は一生に1度、狂犬病予防
注射は毎年1回受けることが法
律で定められています。違反を
すると罰則がかかることがあり
ます。
 飼い犬が人をかんだら保健所に
　 飼い犬が人をかんだときは、
すぐに四條畷保健所（℡  878・
1021）へ届け出てください（休
日の場合は翌日）。野良犬の場
合は、捕獲が必要なので、平日
は四條畷保健所、休日は警察に

連絡してください。
ふんの後始末をしましょう
　 犬のふんで、迷惑を受けている
人が増えています。ふんは必ず
飼い主が持ち帰りましょう。
 放し飼いはいけません
　 犬の放し飼いは、人をかんだり、
庭を荒らしたり、人に迷惑をか
ける原因になります。また、野良
犬を増やす原因にもなります。
しつけは正しくしましょう
　 きちんとしつけをすることで、
主従関係を養うことができま
す。
問 い合わせ　環境保全課（℡  892 
・0121）

犬を飼っているみなさんへ
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府
は
、
建
物
の
解
体
な
ど
に
と

も
な
う
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止

を
目
的
と
し
た
「
大
阪
府
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
条
例
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
事
前
調
査

　

 

す
べ
て
の
建
築
物
な
ど
の
解

体
・
改
造
・

補
修
を

す
る
と
き

に
、
施
工

者
（
元
請

者
）は
、ア

ス
ベ
ス
ト

使
用
の
有
無
な
ど
を
事
前
に
調

査
し
、
調
査
結
果
を
公
衆
の
見

や
す
い
場
所
に
表
示
す
る
よ
う

義
務
づ
け
ま
し
た
。

▽
届
け
出
対
象
な
ど
の
拡
大

　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
築
物

の
解
体
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

大
気
汚
染
防
止
法
の
対
象
以

外
に
も
建
築
物
な
ど
の
範
囲

や
建
築
材
料
の
種
類
、
規
模
な

ど
届
け
出
の
対
象
を
拡
大
し

ま
し
た
。

▽
基
準
の
強
化

　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
を
防
ぐ
た

め
、
作
業
の
方
法
に
関
す
る
基

準
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

敷
地
境
界
に
お
け
る
空
気
中
の

ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
の
基
準
を
設

け
ま
し
た
。

▽ 

ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定
と
記
録

　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
恐
れ
が
高

い
作
業
に
つ
い
て
、
敷
地
境
界

に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
濃
度

測
定
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

※ 

詳
し
い
改
正
内
容
は
、
府
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

epcc.pref.osaka.jp/shid
ou/to-jigyousya/taiki/a
sbestos/jyourei/index.h
tm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

府
事
業
所
指
導
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

建物の解体などを行う
事業者のみなさんへ
～アスベストの飛散防止を強化～

建築物敷地の
緑化が義務づけ

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
や

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
い
っ
た
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
府
自
然
環
境
保
護
条
例

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
４
月
か
ら
市

民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
が
建

物
を
建
て
る
際
、
基
準
に
あ
わ

せ
て
緑
化
を
進
め
て
い
た
だ
く

緑
化
促
進
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

対 

象
と
な
る
建
物　

敷
地
面
積

１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
建

築
物
の
新
築
・
改
築
・
増
築（
増

築
の
場
合
、
増
築
後
の
床
面
積

が
以
前
の
１
・
２
倍
を
超
え
な

い
も
の
は
除
く
）

必 

要
な
届
け
出　

建
築
物
の
敷

地
に
お
け
る
植
栽
の
内
容
や

維
持
管
理
の
方
法
な
ど
を
記

載
し
た
緑
化
計
画
書
と
緑
化

完
了
書

緑 

化
の
基
準　

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f. 

osaka.jp/m
idori/shizenj 

ourei/

）を
参
照

問 

い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

枚方警察署が2署体制に
　交野市と枚方市を管轄する枚方警察署は、現
在、管内人口が48万人を超える全国屈指の規
模で、17年の交通事故件数と110番受理件数
は、府内で最多となっています。
　市は、安心して暮らせるまちづくりを進める
ため、大阪府警、枚方警察署、枚方市との4者で
協議を行うとともに、枚方警察署の2署体制を
府に働きかけていました。このたび、府警では
18年度予算で調査費を計上し、候補地（JR津田
駅周辺の交野市域）の測量などを進めることに
なりました。
問い合わせ　政策調整課（℡  892・0121）
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡  892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡  892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡  810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  893・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡  892・0119
水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 花と緑のボランティア育成講座
　 交野自然ふれあいウオーク
　 いこいこまっぷ

  交野スイミングスクール

　

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

育
成
講
座

　

市
は
、
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
花
と
緑
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
開
き
ま

す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
で
す
。

と 

こ
ろ　

私
部
公
園
管
理
棟
会
議

室
ほ
か

対 　

象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人
で
、
講
座
修
了
後
、
花
苗

づ
く
り
や
花
壇
の
管
理
活
動
を

す
る
意
思
の
あ
る
人

定 　

員　

25
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
４
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
決
定
の
通
知
を
し
ま
す
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

※ 
別
途
材
料
費
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

４
月
21
日
（
金
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③
性

別
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
（
下
図
参
照
）、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

農
と
み
ど
り

課
「
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座
」
係

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

と　き 内　容
第 1回 5月 10日（水）土づくりと種まき
第 2回 6月 14日（水）育苗技術と草花の特性
第 3回 7月 12日（水）植物保護・病虫害の防除
第 4回 8月   9 日（水）観葉植物の栽培管理
第 5回 9月 13日（水）花壇計画
第 6回 10月 11日（水）花壇の植え付け
第 7回 11月   8 日（水）球根植物の栽培管理
第 8回 12月 13日（水）樹木の管理①
第 9回 19年 1月 10日（水）樹木の管理②
第10回 2月 14日（水）樹木の管理③
第11回 3月 14日（水）修了式と全体のまとめ
※日程・講座内容は変更する場合があります。

〈往信〉 〈返信〉

576-□□□□
① 住　所
② 氏　名
③ 性　別
④ 年　齢
⑤ 電話番号

申
込
者
住
所

　

申
込
者
氏
名 

様

往復はがきの記入例

交
野
市
役
所

 

農
と
み
ど
り
課

「
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

 

テ
ィ
ア
育
成
講
座
」係 

行

576-8501 何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

〈往信〉

〈表　面〉 〈裏　面〉



(13)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

第
７
回
交
野
自
然

　

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

　

歩
く
楽
し
さ
、ふ
れ
あ
う
自
然
、

歴
史
と
ロ
マ
ン
の
交
野
を
、
み
ん

な
で
楽
し
く
歩
き
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

４
月
29
日（
祝
）

コ
ー
ス

▽ 

里
山
・
た
ん
ぽ
ぽ
コ
ー
ス
（
初

心
者
コ
ー
ス
＝
約
５
㌔
）

　

 

私
部
公
園

－

機
物
神
社

－

源

氏
の
滝

－

寺
・
住
吉
神
社

－

私
部
公
園

▽ 

交
野
山
コ
ー
ス
（
一
般
コ
ー
ス

＝
約
10
㌔
）

　

 

私
部
公
園

－

八
葉
蓮
華
寺

－

交
野
山

－

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

－

私
部
公
園

▽ 

天
野
川
・
交
野
山
コ
ー
ス
（
健

脚
コ
ー
ス
＝
約
16
㌔
）

　

 

私
部
公
園

－

天
の
川
緑
地

－

府
民
の
森
・
す
い
れ
ん
池

－

八
葉
蓮
華
寺

－

交
野
山

－
い

き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

－

私
部
公
園

参 

加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
は
無
料
）

申 

し
込
み　

当
日
直
接
会
場
か
、

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
と
参
加
コ

ー
ス
名
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

交
野
市
私
部
２

－

29

－

１　

交
野
自
然
ふ
れ

あ
い
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
係

※ 

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会

（
青
年
の
家
内　

℡  
８
９
２
・ 

７
７
２
１
）

　

ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド

　
「
い
こ
い
こ
ま
っ
ぷ
」

　

生
駒
山
系
広
域
利
用
促
進
協
議

会
で
は
、
生
駒
山
系
の
ハ
イ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
「
い
こ
い
こ
ま
っ
ぷ
」

を
、
１
セ
ッ
ト（
８
冊
）５
０
０
円

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
こ
い
こ
ま
っ
ぷ
」
に
は
、
生

駒
の
四
季
折
々
の
自
然
体
感
・
歴

史
散
策
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
か
ら
健
脚

向
け
ま
で
全
24
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

販 

売
場
所　

農
と
み
ど
り
課
、
い

き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※ 

郵
送
の
場
合
、
１
セ
ッ
ト
に
つ

き
郵
便
小
為
替
５
０
０
円
分
と

切
手
２
０
０
円
分
を
同
封
し
、

〒
５
４
０

－

８
５
７
０　

大

阪
府
庁　

緑
整
備
室
自
然
公
園

グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課　

クラス 記号 対　象 内　容
ベビー P 6か月～ 2歳 11か月 親子でプールに入り、スキンシップを図る
幼児 A 2歳～ 4歳 11か月 遊びを取り入れた水慣れ練習など

ジュニア

B 3歳～
個々の泳力に合わせ、水慣れから 4泳法の習得や、基礎体力
の強化などを指導

C 4歳（年中）～
D 5歳（年長）～
E 6歳（小学 1年生）～
Y 3歳～中学生 土曜日の午前中を有効利用したコース

選手育成 F コーチ推薦者 選手の育成を目的とし、高度で専門的な指導
一般 M

16歳以上
初心者から上級者まで、個々の泳力に合わせた指導

ヘルシー H 健康のため、水中でのウオーキング・エクササイズなど
アクアエクササイズ AQ 音楽に合わせた水中エクササイズ

身体障害児 U 肢体不自由児の幼児・
小学生と保護者

保護者とのスキンシップを大切に、関節稼働域や運動能力の
向上を目指した水中前進運動

コース
記号 教室開始時間 1教室

の時間

F ①月・水・金・土曜日 19：00 1 時間
30分

M
①月・水・金・土曜日 19：10
②水曜日 12：45　③木曜日 13：45
⑤金曜日 11：35　⑥金曜日 12：40

1 時間H ①水曜日 11：30　②木曜日 12：30
③金曜日 10：30

AQ ①木曜日 19：15　②金曜日 13：50
U ①土曜日 10：30

コース
記号 教室開始時間 1教室

の時間

P ①月曜日 13：00　②水曜日 10：30
③木曜日 11：00　④土曜日 13：00 45 分

A ①水曜日 14：00　②土曜日 14：00

1 時間

B 月・水・木・金・土曜日 15：00
C 月・水・木・金・土曜日 16：00
D 月・水・木・金・土曜日 17：00
E 月・水・木・金・土曜日 18：00
Y ①土曜日 11：45

クラス・対象・内容・とき　下表
※ いずれも週 1日 1教室で、３か月（11 回）の受講
になります。

※ 各クラスには、定員がありますので、事前に空きが
あるかお問い合わせください。

費　用　入会金 2,000 円、月会費 4,500 円
※月会費は口座引き落としになります（3か月目以降）。
※ 幼児・ジュニア・選手育成コースは、指定の水泳帽

子（570円）の購入が必要です。
申 し込みに必要なもの　①入会金と２か月分の月会費
（合計 1万 1,000 円）②通帳（口座番号と支店名の
わかるコピー可）③印鑑④縦 3㌢×横 2.5 ㌢の顔が
分かる写真
申 し込み　4 月 2 日（日）午前 10 時からわくわくプ
ール窓口
問い合わせ　いきいきランド交野

わくわくプール（交野スイミングスクール生募集）
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ス
ポ
ー
ツ

スポーツ
　 中高年ボウリング教室

文　化
　 文化財友の会会員募集
　 阿弥陀如来立像の一般公開中止
　 青少年音楽団体定期演奏会
　 市民教養講座

  青少年音楽団体団員募集

　

中
高
年
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

と 　

き　

４
月
21
日
（
金
）
〜
５

月
26
日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日

（
５
月
５
日
は
除
く
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
（
４
月
21
日
は

午
前
10
時
〜
正
午
）

と 

こ
ろ　

ボ
ウ
ル
バ
ロ
ン
（
寝
屋

川
市
国
松
町
24

－

１
）

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
50

歳
以
上
で
、
原
則
と
し
て
５
回

と
も
受
講
で
き
る
人

定　

員　

先
着
40
人

参 

加
費　

無
料（
貸
靴
代
は
実
費
）

申 

し
込
み　

４
月
１
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
、
青
年
の
家
窓
口

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出

問
い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

文　
化

　

文
化
財
友
の
会

　

会
員
募
集

　

市
文
化
財
事
業
団
で
は
、
18
年

度
文
化
財
友
の
会
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。歴
史
に
興
味
が
あ
る
人

は
、ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

内　

容

▽ 

現
地
説
明
会
や
市
指
定
文
化
財

の
一
般
公
開
、
市
民
文
化
財
講

座
、見
学
会
な
ど
の
ご
案
内

▽ 「
文
化
財
だ
よ
り
」、
報
告
書
な

ど
を
配
布

▽ 

出
版
物
刊
行
の
お
知
ら
せ

申 

し
込
み　

年
会
費
１
０
０
０
円

を
添
え
て
、文
化
財
事
業
団

問
い
合
わ
せ　

同
事
業
団

　

 

阿
弥
陀
如
来
立
像
の

一
般
公
開
中
止

　

奈
良
国
立
博
物
館
に
出
品
の
た

め
、
４
月
16
日
（
日
）・
５
月
21
日

（
日
）
は
、
重
要
文
化
財
八
葉
蓮
華

寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
快
慶
作
）

の
一
般
公
開
を
中
止
し
ま
す
。

※ 

同
像
は
、
４
月
15
日（
土
）〜
５

月
28
日
（
日
）、
奈
良
国
立
博
物

館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

　

 

第
30
回
青
少
年
音
楽

団
体
定
期
演
奏
会

　

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
３
団
体
が
、
１
年
間
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　

新
年
度
の
団
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
の
上
、
入

団
し
て
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

４
月
16
日
（
日
）
午
後

１
時
〜（
開
演
）

と 

こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね　

体

育
室

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

　市教育委員会は、次の団体の団員を募集して
います。
　いずれも、青年の家音楽練習室などで練習。
育成会費のほかに行事参加費などが必要です。

■少年少女合唱団
募集人数　20人
対　象　小学 3年生～ 6年生
練習日　毎週土曜日午後 1時 30分～ 4時 30分
制服代　貸与金 1,000 円
育成会費　月 700円
■ジュニア吹奏楽団
募集人数　20人
対　象　小学 4年生～中学 3年生
練習日　毎週日曜日午後 1時～ 4時
※ 中学生以上の希望者は、夜間の練習（月 2回
程度）にも参加できます。
制服代　実費

育成会費　月 800円
※楽器は市が貸与します。
■チアリーディングクラブ
募集人数　若干名
※ 退団による欠員数を募集。応募者が多数の場
合は 4月 30日（日）午前９時から公開抽選
します。

対　象　小学 1年生～ 4年生
練習日　毎週日曜日午前9時30分～11時30分
※土曜日に変更する場合もあります。
制服代と保険代　実費
育成会費　月 700円
※ 各団とも、練習日や 4月 16日（日）の定期
演奏会を見学して、内容を確認してください。

※ 練習日程は大会出演や講師都合により変更す
る場合があります。

申 し込み・問い合わせ　4月 24日（月）までに
青少年育成課

青少年音楽団体団員募集



(15)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

市
民
教
養
講
座

　

５
月
か
ら
、
文
学
（
第
１
部
）・

法
律
（
第
２
部
）・
歴
史
自
然
（
第

３
部
）
の
３
部
構
成
で
、
市
民
教

養
講
座
を
開
き
ま
す
。

と　

き　

５
月
〜
19
年
３
月

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

受
講
料　

各
４
５
０
０
円

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
講
座
名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
④
性
別
⑤
年
齢
⑥

電
話
番
号
を
記
入
し
（
下
図
参

照
）、
４
月
15
日（
土
）〈
消
印
有

効
〉
ま
で
に
㈶
体
育
文
化
協
会

「
市
民
教
養
講
座
」係

※ 

は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
人
分

の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
夫

婦
の
場
合
は
連
名
で
も
可
）

※ 

同
じ
部
の
重
複
応
募
は
で
き
ま

せ
ん
。

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
４
月

19
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら
抽

選
し
ま
す
。

※ 

応
募
者
が
第
１
部
30
人
、
第
２

部
20
人
、
第
３
部
60
人
に
満
た

な
い
場
合
は
、開
講
し
ま
せ
ん
。

※ 

講
師
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

㈶
体
育
文
化
協
会

■
第
１
部　

文
学
講
座

テ 

ー
マ　

井
原
西
鶴
の
「
日
本
永

代
蔵
」を
読
む

と 　

き　

５
月
25
日
（
木
）
〜
毎

月
第
４
木
曜
日
（
８
月
・
12
月

は
休
講
）午
後
２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

１
・
２
号
室

定　

員　

60
人

講 　

師　

摂
南
大
学
外
国
語
学
部

教
授　

松
本
節
子
さ
ん

持
ち
物　

筆
記
用
具

※ 
必
要
に
応
じ
て
資
料
を
配
布
し

ま
す
。

■
第
２
部　

法
律
講
座

テ
ー
マ　
「
家
族
・
宗
教
・
平
等
」

と
き
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

１
・
２
号
室

定　

員　

45
人

講 　

師　

大
阪
経
済
法
科
大
学
法

学
部
教
授　

澤
野
義
一
さ
ん

　

 

龍
谷
大
学
法
学
部
講
師　

田
中

和
男
さ
ん
・
立
石
直
子
さ
ん

※ 

講
師
３
人
に
よ
る
リ
レ
ー
方
式

の
講
義
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具

※ 

資
料
は
講
座
の
当
日
に
配
布
し

ま
す
。

■
第
３
部　

歴
史
自
然
講
座

テ 
ー
マ　

街
道
を
ゆ
く
ー
歴
史
と

自
然
を
訪
ね
て
ー

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

定　

員　

１
２
０
人

※ 

講
師
の
都
合
や
目
的
地
の
状
況

に
よ
っ
て
、
日
程
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
毎
回
会
員

に
文
書
で
案
内
し
ま
す
。

※ 

交
通
費
・
拝
観
料
・
入
館
料
な

ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

往復はがきの記入例

と　き テーマ・コース 講　師

5 月 24日（水）
暗越え奈良街道（南生駒～枚岡）
南生駒－行基墓（竹林寺）－円福寺－美努岡満の墓
－暗越え奈良街道－暗越－枚岡神社

中光司さん

6月 21日（水）
京街道（御殿山～橋本）
渚院－牧野車塚－片埜神社－樟葉鏡伝池－交野天
神社－砲台跡－久修園院－橋本渡し場

9月 20日（水）
京街道（淀と巨椋池）
淀－旧木津川堤防集落－東一口（巨椋池干拓地）－
淀城－与杼神社－唐人雁木－淀古城跡

10月 18日（水）
京街道（中書島～向島）
中書島－金井戸神社－角倉了以碑－寺田屋－伏見
大手筋－駿河屋－御香宮－観月橋－向島－太閤堤

11月 22日（水）
竹内街道（上ノ太子～当麻寺）
上ノ太子－孝徳天皇陵－竹内街道歴史資料館－万
葉の森－鹿谷寺跡－竹内峠－当麻寺

1月 17日（水）
史跡と野鳥（平城宮跡～恭仁宮跡）
平城宮跡－水上池－磐之媛稜－小奈辺古墳－宇和
奈辺古墳－恭仁宮跡

平研さん

2月 21日（水）

東高野街道（恩智～大和川）
高安－教興寺－大通寺－岩戸神社－恩知神社－恩
智城址－若倭彦神社－鐸比古鐸比売神社－大和川
付替え地－柏原船－三田家住宅－ JR柏原 中光司さん

3月 14日（水）
西国街道（古墳とキリシタン遺跡と椿の本陣）
今城塚古墳－継体天皇陵－ハニワ工場公園－千堤
寺（旧キリシタン遺跡）－椿本陣－萱野三平旧宅

交
野
市
私
部
２
ー
29
ー
1

㈶
交
野
市
体
育
文
化
協
会

「
市
民
教
養
講
座
」係

行

576-0052 何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

〈往信〉

〈表　面〉

〈返信〉

576-□□□□ ① 希望講座名

② 住所

③ 氏名（ふりがな）

④ 性別

⑤ 年齢

⑥ 電話番号

申
込
者
住
所

　

申
込
者
氏
名 

様

〈裏　面〉

と　き テーマ
5 月 19日（金）家族の憲法問題
6月 16日（金）日本の家族史
7月 21日（金）現代の離婚問題（その 1）
9月 15日（金）現代の離婚問題（その 2）
10月 20日（金）宗教をめぐる裁判
11月 17日（金）日本における政治と宗教
1月 19日（金）日本国憲法と平等
2月 16日（金）天皇制と女性天皇
3月 16日（金）労働における男女平等

※時間はいずれも午前 10時～正午です。
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教　育
　 養護教育就学金
　 就学援助制度

福　祉
　 重度身体障がい者の移動支援
　 身体障害者福祉会映画鑑賞会
　 ピアカウンセラー精神障がい者相談

  公平委員・固定資産評価審査委員の選任
  公開講座「元気のでる経営学」
  青少年コーナー

教　
育

　

就
学
援
助
制
度

　

市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
的
な

理
由
で
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
、
学
校
で
か
か
る

費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　

17
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い
て

も
、18
年
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 　

象　

17
年
中（
１
月
〜
12
月
）

の
世
帯
全
員
の
所
得
が
認
定
基

準
以
下
で
、
生
活
が
不
安
定
で

児
童
・
生
徒
の
学
習
に
か
か
る

費
用
の
支
払
い
に
困
っ
て
い
る

家
庭

援 

助
費
目　

学
用
品
費
・
給
食
費
・

校
外
活
動
費
・
修
学
旅
行
費
・

医
療
費

※ 

医
療
費
は
学
校
で
医
療
券
の

交
付
を
受
け
治
療
を
受
け
る
人

で
、
対
象
に
な
る
疾
病
は
学
校

病
（
ト
ラ
コ
ー
マ
お
よ
び
結
膜

炎
、
白
癬
、
疥
癬
、
膿
痂
疹
、
中

耳
炎
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
ア
デ

ノ
イ
ド
、
寄
生
虫
病
、
う
歯
）に

限
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

５
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
児
童
・
生
徒
が
通
学

し
て
い
る
学
校
へ
提
出

※ 

申
請
書
は
各
学
校
で
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

学
務
課

公開講座「元気のでる経営学」
と　き テーマ

4 月  8 日（土）経営学とは何か、その面白さとは
4月 15日（土）信頼される企業とは
4月 22日（土）経営史から見た名経営者とは
5月  6 日（土）競争にいかに勝つか
5月 13日（土）変わりゆく生産
5月 20日（土）変わりゆくマーケティング
5月 27日（土）変わりゆく物流
6月   3 日（土）変わりゆく会計・ファイナンス
6月 10日（土）変わりゆく人的資源管理
6月 17日（土）変わりゆく品質管理
6月 24日（土）変わりゆく中小企業
7月   1 日（土）変わりゆく IT
7 月   8 日（土）君の志をどう実現するか
※時間はいずれも 10：40～ 12：10です。
ところ　摂南大学（寝屋川市池田中町 17－ 8）
参加費　無料
※事前に申し込みが必要です。
問 い合わせ　同大学経営情報学部事務室（℡ 839・
9242）

　

養
護
教
育
就
学
金

　

市
教
育
委
員
会
は
、養
護
学
校
、

盲
学
校
、
聾
学
校
へ
通
学（
園
）し

て
い
る
人
に
通
学
費
の
援
助
を
し

て
い
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
心
身
に
障

が
い
が
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
で
市
立
以
外
の
施
設
へ
就
学

（
園
）し
、通
学（
園
）に
介
助
の

必
要
な
人
。
た
だ
し
、
障
が
い

の
程
度
が
、１
種
１
級
〜
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
人

対 

象
施
設　

養
護
学
校
、盲
学
校
、

聾
学
校
、
知
的
障
が
い
児
童
・

生
徒
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
通
園
施
設
、
情
緒
障
が
い
児

童
・
生
徒
短
期
治
療
施
設

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

26
日（
金
）ま
で
に
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
）
の
写

し
、
在
学
証
明
書
、
住
民
票（
世

帯
全
員
の
写
し
）
を
添
え
て
学

務
課（
児
童
・
生
徒
の
場
合
）か
、

幼
児
対
策
室（
幼
児
の
場
合
）

公平委員・固定資産
評価審査委員の選任

　市長は、議会の同意を得て、3月 1日（水）、公平
委員会委員に山本節子さん（天野が原町 2、任期は
22年 3月 31日まで）を、固定資産評価審査委員会
委員に⻆田祥子さん（星田 1、任期は 21年 3月 31
日まで）を選任（再任）しました。

公平委員会委員
山本節子さん

固定資産評価審査委員会
委員　⻆田祥子さん



(17)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

青少年コーナー
「子どもの話に耳を傾けよう」

　

少
年
の
事
件
が
発
生
す
る
た
び

に
、「
あ
の
子
に
限
っ
て
」「
あ
ん

な
お
と
な
し
い
ま
じ
め
な
子
が
」

「
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
」「
そ
ん

な
様
子
は
全
く
な
か
っ
た
」な
ど
、

通
り
一
遍
の
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
か
ら

何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
い

か
に
し
て
迅
速
に
正
確

に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
か
、
が

親
・
大
人
の
務
め
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学

者
ウ
ェ
イ
ト
リ
ー
と
い

う
人
が
こ
ん
な
詩
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　
「
き
ょ
う
少
し　

あ
な

た
の
子
ど
も
が
言
お
う
と

し
て
い
る
こ
と
に　

耳
を

傾
け
よ
う　

き
ょ
う
聞
い
て
あ
げ

よ
う　

あ
な
た
が
ど
ん
な
に
忙
し

く
て
も　

さ
も
な
い
と　

い
つ
か

子
ど
も
は
あ
な
た
の
話
を
聞
こ
う

と
し
な
く
な
る　

子
ど
も
の
悩
み

や
要
求
を
聞
い
て
あ
げ
よ
う　

ど

ん
な
さ
さ
い
な
勝
利
の
話
も　

ど

ん
な
に
さ
さ
や
か
な
行
い
も
褒
め

て
あ
げ
よ
う　

お
し
ゃ
べ
り
を
我

慢
し
て
聞
き　

一
緒
に
大
笑
い
し

て
あ
げ
よ
う　

子
ど
も
に
何
が
あ

っ
た
の
か　

何
を
求
め
て
い
る
か

を
見
つ
け
て
あ
げ
よ
う　

そ
し
て

言
っ
て
あ
げ
よ
う　

愛
し
て
い
る

と　

毎
晩　

毎
晩　

し
か
っ
た
後

は　

必
ず
抱
き
し
め
て
や
り　

大

丈
夫
だ
と
言
っ
て
や
ろ
う　

子
ど

も
の
悪
い
点
ば
か
り
を
挙
げ
つ
ら

っ
て
い
る
と　

そ
う
な
っ
て
ほ
し

く
な
い
よ
う
な
人
間
に

な
っ
て
し
ま
う　

だ
が

同
じ
家
族
の
一
員
な
の

が
誇
ら
し
い
と
言
っ
て

や
れ
ば　

子
ど
も
は
自

分
を
成
功
者
だ
と
思
っ

て
育
つ　

き
ょ
う
少
し

あ
な
た
の
子
ど
も
が
言

お
う
と
し
て
い
る
こ
と

に　

耳
を
傾
け
よ
う　

き
ょ
う
聞
い
て
あ
げ
よ

う　

あ
な
た
が
ど
ん
な

に
忙
し
く
て
も　

そ
う
す
れ
ば　

子
ど
も
も　

あ
な
た
の
話
を
聞
き

に
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」

　

子
ど
も
た
ち
、
少
年
た
ち
の
原

点
は
家
庭
で
す
。親
、
兄
弟
姉
妹
、

家
族
と
の
団
ら
ん
が
何
に
も
ま
し

て
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

福　
祉

　

 
重
度
身
体
障
が
い
者

の
移
動
を
支
援

　

市
内
在
住
で
歩
行
が
困
難
な
重

度
の
障
が
い
者
を
対
象
に
、
移
動

を
支
援
す
る
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
初
乗
り
料
金
相
当
分
を
助
成

し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
以
上
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
各
障
が
い
の
程
度
が
1
級

ま
た
は
2
級
で
、
車
い
す
を
使

用
し
な
け
れ
ば
外
出
が
困
難

な
人
（
障
が
い
は
、
四
肢
・
移

動
・
下
肢
・
体
幹
・
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
）

※ 

障
が
い
の
程
度
は
総
合
等
級
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い

の
等
級
で
す
。

申 

し
込
み　

事
前
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
障
が
い
福
祉
課

※ 

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
発
行

し
ま
す
。利
用
券
発
行
枚
数
は

月
2
枚
と
し
申
請
月
分
か
ら

翌
年
3
月
分
ま
で
を
発
行
し
ま

す
。

※ 

残
っ
た
利
用
券
（
17
年
度
分
）

は
、
18
年
度
申
請
時
に
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

　

 

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

　

よ
る
精
神
障
が
い
者
相
談

　

精
神
障
害
者
地
域
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
「
み
の
り
」
は
、
４
月
か

ら
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
専
門
の

講
習
を
受
け
た
障
が
い
者
が
相
談

員
と
し
て
、
同
じ
障
が
い
者
の
相

談
に
応
じ
る
人
）
に
よ
る
相
談
事

業
を
始
め
ま
す
。

と 　

き　

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

地
域
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
「
み
の
り
」（
星
田
４

－

34

－

19

－

３
０
１
）

　

ま
た
、「
み
の
り
」
で
は
、
生
活

支
援
相
談
や
就
労
相
談
、
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
で
の
出
張
相
談
（
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
）、
就
労
に
向
け
作
業
を
通
し

て
体
を
慣
ら
す
た
め
の
軽
作
業
・

内
職
作
業
や
、
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
開
放
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を
も
と
う
」

を
合
い
言
葉
に
仲
良
く
活
動
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
度
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー（
℡  ・

℻  
８
９
３
・
９
５
１
１
）
か
、
障

が
い
福
祉
課
（
旧
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課　

℻  
８
９
１
・ 

６
２ 

４
１
）

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
リ
フ
ト
付
き

（
ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
装

着
）
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
予

約
を
し
、
乗
車
時
に
利
用
券
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。（
一
般
の
タ

ク
シ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

問 

い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

（
旧
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課　

℻  
８ 

９
１
・
６
２
４
１
）

　
 

交
野
市
身
体
障
害
者

福
祉
会
創
立
40
周
年

記
念
映
画
鑑
賞
会

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
で
は
、

創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
、
重
症

心
身
障
害
者
施
設
「
第
二
び
わ
こ

学
園
」
で
生
活
す
る
１
２
３
人
の

日
々
の
生
活
の
様
子
を
記
録
し
た

映
画
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

4
月
22
日
（
土
）
午
後

1
時
〜
3
時（
0
時
30
分
開
場
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
4

階　

交
流
ホ
ー
ル

内　

容　

映
画「
わ
た
し
の
季
節
」

入
場
料　

無
料

主　

催　

市
身
体
障
害
者
福
祉
会

申
し
込
み　

直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

（
旧
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課　

℻  
８ 

９
１
・
６
２
４
１
）



18.04.01 (18)

福　
祉

　

児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　

次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
監

護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ

っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
が

受
給
で
き
ま
す
。

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

▽
父
が
死
亡
し
た
児
童

▽ 

父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

が
い
に
あ
る
児
童

▽ 

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
▽ 

父
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童

▽ 

父
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

▽ 
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産

し
た
児
童

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
受

給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
な
い
ま
ま
受
給
す
る

と
、資
格
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
、

手
当
を
全
額
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽ 

手
当
を
受
け
て
い
る
母
が
婚
姻

し
た
と
き
（
内
縁
関
係
・
同
居

な
ど
も
同
じ
）

▽ 

対
象
児
童
を
監
護
・
養
育
し
な

く
な
っ
た
と
き
（
児
童
施
設
入

所
・
里
親
委
託
・
婚
姻
を
含
む
）

▽ 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
恩
給

な
ど
公
的
年
金
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

▽ 

遺
棄
さ
れ
て
い
た
児
童
の
父
が

帰
っ
て
き
た
と
き
（
安
否
を
気

遣
う
電
話
・
手
紙
な
ど
の
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
も
含
む
）

▽ 

児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
（
父
の

拘
禁
が
解
除
さ
れ
た
場
合
を
含

む
）

▽ 

そ
の
他
要
件
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と
き

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
に
規
定
す

る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
母
（
主
と
し
て

児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
い
ず
れ

か
一
人
）
ま
た
は
、
父
母
に
代
わ

っ
て
児
童
を
養
育
（
児
童
と
同
居

し
、
監
護
し
、
生
計
を
維
持
す
る
）

す
る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

※ 

現
在
受
給
中
の
人
で
、
障
が
い

の
程
度
・
住
所
・
氏
名
な
ど
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
支
給
に
は
、

他
の
公
的
年
金
給
付
と
の
関

連
・
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

※ 

４
月
期
の
定
時
払
い
は
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
も
４
月
11
日（
火
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母子家庭のための就業支援講習会
パソコン初級土曜講座

と 　き　7月 1日（土）～ 8月 26日（土）の毎週土曜日（7
月 8日を除く）午前 9時 30分～午後 4時 30分（全 8回）

ところ　谷町福祉センター（大阪市中央区谷町 5－ 4－ 13）
定　員　25人
受講料　1万円（教材費含む）
受付期間　5月 1日（月）～ 6月 1日（木）

ヘルパー 2級通信講座
と　き　6月 3日（土）～ 11月末
ところ　難波（申し込み後に連絡します）
定　員　20人
受講料　3万円
受付期間　4月 3日（月）～ 5月 3日（祝）
申 し込み　往復はがきに①希望の講座名②住所③氏名④年齢⑤
職業⑥電話番号⑦志望動機⑧以前に連合会で受講した講座名
⑨保育（保育対象は 2歳～就学前）の有無を記入し、申込受
付期間内〈消印有効〉に〒 540－ 0012　大阪市中央区谷町
5－ 4－ 13　谷町福祉センター内　母子家庭等就業・自立
支援センター
※多数の場合は抽選になります。
問い合わせ　同センター（℡ 06・6762・9995）

母子寡婦福祉会
書道（俳画）・パッチワーク教室

と　き

▽  書道（俳画）教室＝5月～19年3月（8
月・19年 1月を除く）の毎月第 1土
曜日午前 10時～午後 4時

▽  パッチワーク教室＝ 4 月～ 19 年 3
月（8月・19 年 1月を除く）の毎月
第 3土曜日〈9月は 17 日（日）〉午
前 10時～午後 4時
と ころ　ゆうゆうセンター 3階　団体
共用ルーム
対 　象　市内在住の母子家庭・寡婦家
庭の人
定　員　各 20人
受講料　無料（教材費は実費）
申 し込み・問い合わせ　交野市母子
寡婦福祉会（井戸さん方　℡ 892・
3971　午後 6時～）

福　祉
　 児童扶養手当・特別児童扶養手当
　 要約筆記講習会
　 緊急通報体制整備の窓口・対象者変更
　 ガス漏れ警報器設置の廃止

  書道・パッチワーク教室
  母子家庭のための就業支援講習会
  愛の献血
  訪問理美容サービス
  高齢者の外出支援サービス



(19)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

18
年
度
要
約
筆
記
講
習
会

　

市
で
は
、
要
約
筆
記
の
普
及
と

技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り

聴
覚
障
が
い
者
、
と
り
わ
け
難
聴

者
、
中
途
失
聴
者
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
文
字
に
よ

る
情
報
提
供
を
促
進
す
る
た
め
、

要
約
筆
記
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

と 　

き　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
1

時
〜
３
時
30
分

▽ 

基
礎
課
程　

５
月
17
日
〜
８
月

２
日（
全
12
回
）

▽ 

応
用
課
程　

８
月
23
日
〜
10
月

11
日（
全
８
回
）

※ 

基
礎
課
程
・
応
用
課
程
連
続
の

受
講
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

基
礎
課
程
で
は
欠
席
1
回
以
下

の
人
に
、
応
用
課
程
で
は
全
回

出
席
の
人
に
修
了
証
書
を
交
付

し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定　

員　

先
着
20
人

参 

加
費　

無
料
（
教
材
費
な
ど
は

実
費
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

10
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）
に
障

が
い
福
祉
課
（
旧
福
祉
サ
ー
ビ

ス
課　

℻  
８
９
１
・
６
２
４
１
）

　

 

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

の
窓
口
・
対
象
者
の
変
更

　

４
月
か
ら
、
身
辺
に
異
常
を
感

じ
た
と
き
、
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
と
会
話
な
ど
が
で
き
る

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
窓
口

と
対
象
者
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
窓　

口

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

﹇
対
象
者
Ⅰ
﹈

① 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
居
世
帯

② 

重
度
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

（
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、療
育
手
帳
Ａ
）

③ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

次
の
⑴
か
⑵
に
該
当
す
る
人

⑴
２
人
合
わ
せ
て
要
介
護
３
以
上

⑵
高
齢
者
と
重
度
障
が
い
者
の
世
帯

④ 

右
記
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
と

18
歳
未
満
の
就
学
者
の
世
帯

⑤
そ
の
他
、市
長
が
認
め
た
人

﹇
対
象
者
Ⅱ
﹈

① 

高
齢
者
世
帯
で
対
象
者
Ⅰ
か
ら

外
れ
る
世
帯

② 

対
象
者
Ⅰ
と
就
労
者
１
人
の
世

帯
で
、
次
の
⑴
か
⑵
に
該
当
す

る
同
居
世
帯

⑴ 

１
日
６
時
間
以
上
か
つ
５
日
ま

た
は
週
30
時
間
以
上
の
就
労
者

と
の
同
居
世
帯

⑵ 

18
歳
以
上
で
⑴
の
条
件
を
満
た

す
就
学
者
と
の
同
居
世
帯

※
就
労
証
明
が
必
要
で
す
。

費　

用（
月
額
）

▽ 

対
象
者
Ⅰ
＝
通
話
料
（
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
料
含
む
）の
み

▽ 

対
象
者
Ⅱ
＝
１
７
４
３
円
と
通

話
料（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
含
む
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

 

ガ
ス
漏
れ
警
報
器

　

設
置
事
業
の
廃
止

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
へ
の
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
設
置
事
業
を
廃
止
し
ま
す
。

　

当
初
は
、
ガ
ス
漏
れ
に
よ
る
災

害
防
止
の
た
め
に
事
業
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ガ
ス
器
具

の
安
全
機
能
も
向
上
し
、
危
険
性

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

業
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
設
置
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
有
効
期
限（
５
年
）を
経
過

し
た
人
か
ら
取
り
外
し
を
行
い
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課
（
旧

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
）

訪問理美容サービス
　
　自力または介助があっても理美
容院に出向くことが困難な人に、自
宅で理美容サービスが受けられる
よう、理美容師の出張費を助成しま
す。
対 　象　おおむね 65歳以上で、介
護保険において「要介護 3」以上
の認定を受けている人、またはそ
れに準じる心身状態である人

申 し込み　介護保険証を持参し、社
会福祉協議会

※ 利用券を発行します。市と契約し
ている理美容店で予約し、訪問時
に利用券を渡してください。

※理美容代は自己負担です。
利用回数　年 4回
※ 残った利用券は、次年度申請時
に返還してください。

問い合わせ　社会福祉協議会

高齢者の
外出支援サービス

　虚弱や下肢が不自由なため、一
般交通機関を利用することが困難
な人に、福祉タクシーの初乗り料
金相当分を助成します。
対 　象　おおむね 65 歳以上で、
介護保険において「要介護 3」
以上の認定を受けている人

申 し込み　介護保険証を持参し、
高齢介護課

※ 利用券を発行します。市と契約
しているタクシー会社に福祉タ
クシーの利用予約をし、乗車時
に利用券を渡してください。

利用回数　月 2枚
※ 残った利用券は、次年度申請時
に返還してください。

問 い合わせ　高齢介護課（旧福祉
サービス課）

　

交
野
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
18
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

※ 

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

愛
の
献
血
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保
険
・
年
金

保険・年金
　 国民健康保険料
　 年金の届出を忘れていませんか
　 国民年金納付特例・猶予制度

環　境
　 緑の募金
　 春の山地自然を守る運動

くらし
　 観光ボランティア人材登録

  老人医療証の交付申請
  国民健康保険からのお知らせ
  消費者相談

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、5月 1日（月）
から老人医療（医療費の助成）制度の受給資格
を取得することができます。

▽ 5 月中に満 65歳になる人で
①精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③特定疾患医療受給者証を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽  16 年 10 月末現在ですでに 65歳以上 70歳
未満の人で

①市民税非課税世帯
②精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④特定疾患医療受給者証を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険者証、それぞれ該当を証明す
るもの（患者票など）

申 し込み・問い合わせ　4月 20 日（木）から
国民健康保険課老人医療係

国民健康保険からのお知らせ
■保険料は必ず期限内に納めましょう
　国民健康保険は加入者一人一人が保険料を納め、いざとい
うときの医療費を補う支え合いの制度です。加入者一人一人
が責任を持ち、保険料を納付期限内に納めていただくことが、
私たちの大切な国保を守ります。
■国民健康保険料の納付
　4月分の納期限は5月1日（月）です。期限内に納めましょう。
■保険料の納付は、便利な「口座振替」で
　保険料の納付を口座振替にすると、納付の手間や納め忘れ
をなくすことができます。
　口座振替依頼書の用紙は、国民健康保険課の窓口と星田出
張所で配布しています。
■納められないときは、納付相談を
　保険料を納めることが困難なときは、納付期限の延期など
が認められる場合があります。早めに窓口までご相談くださ
い。
■国民健康保険の脱退手続きを
　以前に、国民健康保険に加入しており、喪失の手続きをせ
ずに、現在社会保険（職場の保険）に加入している人は国民
健康保険の脱退手続きが必要になります。
　該当する人は、届け出をしてください。
問い合わせ　国民健康保険課

　

国
民
健
康
保
険
料

　
■
４
月
〜
６
月
は
仮
算
定

　

18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料

は
、
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
4

月
〜
6
月
を
仮
算
定
期
間
と
し
、

保
険
料
の
金
額
は
、
17
年
度
の
保

険
料
を
基
礎
に
算
定
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。所
得
が
決
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
を
確
定
し
、

仮
算
定
の
保
険
料
を
差
し
引
い
た

保
険
料
を
7
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
９
か
月
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、
17
年
中
の
所
得
が
16
年

中
に
比
べ
て
大
幅
に
増
減
し
た

り
、
17
年
度
中
に
世
帯
の
中
で
異

動
が
あ
っ
て
、
18
年
度
の
保
険
料

が
大
き
く
増
減
す
る
と
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
仮
算
定
の
保
険
料
を

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
を
受
け
た
日
か
ら

30
日
以
内
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■ 

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
す
ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。家
族

の
中
で
、健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
人
が
い
た
ら
、す
ぐ
に
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
を
14
日
以
内
に
し
な
い

と
、
保
険
料
の
負
担
や
医
療
機
関

で
の
診
察
な
ど
、
本
人
が
困
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
は
、
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
月
か
ら
（
最
長
２
年

間
）
保
険
料
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

4 月～ 6 月 7 月～ 19 年 3 月
仮算定期間 本算定期間

仮算定納入通知書で納入 本算定納入通知書で納入
月額保険料は 17 年度年
間保険料の 12 分の１で
計算します。限度額到達
の世帯は、月額 49,900 円
介護保険 2号（40 歳以上
65 歳未満が該当）非該当
世帯の保険料は、43,300
円となります。

7 月に決定した 1 年間の
保険料（医療分＋介護分）
から 4月～ 6 月の仮算定
の保険料を引いた額
（1 年間の保険料ー仮算
定保険料）÷ 9 か月が各
月の保険料になります。

　

 

年
金
の
届
け
出
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

60
歳
未
満
の
人
が
会
社
な
ど
を

退
職
し
、
厚
生
年
金
な
ど
の
資
格

を
喪
失
し
た
と
き
は
、
被
保
険
者

と
そ
の
扶
養
配
偶
者
は
、
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

手 

続
き
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
印
鑑
、
資
格
喪
失
日
が
確

認
で
き
る
も
の

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民

総
合
窓
口
担
当
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国
民
年
金
の
納
付
特
例

制
度
・
納
付
猶
予
制
度

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
納
付
特

例
・
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
申
請
が
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

対 　

象　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、

本
人
の
所
得
が
所
得
基
準
額
以

下
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
人

所 

得
基
準
額　

１
１
８
万
円
＋
扶

養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
＋

社
会
保
険
料
控
除
な
ど

申 

請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
・
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）・

印
鑑

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

対 　

象　

30
歳
未
満
の
学
生
で
な

い
人
で
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
所
得
基
準
額
以
下
で
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人

所 

得
基
準
額　
（
扶
養
親
族
な
ど

の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋
22
万

円
申 

請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
・
印
鑑

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民

総
合
窓
口
担
当

環　
境

　

 「
緑
の
募
金
」で

　

み
ど
り
を
増
や
そ
う

　
「
緑
の
募
金
」
箱
を
市
役
所
本

館
ロ
ビ
ー
に
設
け
ま
し
た
。募
金

は
、
大
切
な
自
然
を
守
る
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。地
球
を
緑
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
個
人
・
自
治
会
・

会
社
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

　

春
の
山
地
自
然
を

　

守
る
運
動

　

市
山
地
対
策
協
議
会
は
、
４
月

１
日
（
土
）
か
ら
５
月
31
日
（
水
）

ま
で
、「
ご
み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る

豊
か
な
自
然
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

「
春
の
山
地
自
然
を
守
る
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
捨
て
な
い
だ
け
で
な

く
、
ご
み
を
作
ら
な
い
よ
う
心
が

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ご
み
の

自
主
的
な
持
ち
帰
り
や
清
掃
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
で
、
運
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体

に
は
、
協
議
会
か
ら
ご
み
袋
・
軍

手
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
や
各
団
体
の

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

く
ら
し

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

人
材
登
録

　

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議
で

は
、
交
野
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
一
緒
に

行
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

　

活
動
時
間
の
多
少
は
問
い
ま
せ

ん
。
特
技
の
あ
る
人
や
、
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

活 

動
内
容　

観
光
マ
ッ
プ
作
成
、

機
関
紙
の
発
刊
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
や
現
地
取
材
、
観
光

ガ
イ
ド
、
観
光
案
内
標
識
の
作

成
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
実
施
（
企

画
・
準
備
・
案
内
・
物
産
販
売

な
ど
）
の
お
手
伝
い
、
そ
の
他

申 

し
込
み　

市
役
所
本
館
２
階
同

会
議
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

に
置
い
て
あ
る
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
登
録

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

消費者相談
～家庭教師のほうが塾より

安いと言われたけれど～

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

長
女
が
５
年
生
に
な

っ
た
か
ら
か
、
毎
日
の

よ
う
に
家
庭
教
師
の
体
験
学
習

を
勧
め
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
す
。
塾
に
通
っ
て
い
る
と
断

っ
て
も
、「
家
庭
教
師
の
ほ
う

が
安
い
。
体
験
だ
け
で
も
受
け

て
み
る
よ
う
に
」
と
言
う
の
で
、

来
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

業
者
は
、
子
ど
も
に
10
分
ほ

ど
プ
リ
ン
ト
を
や
ら
せ
て
、
ど

ん
な
家
庭
教
師
を
希
望
す
る
か

を
聞
き
、
話
を
進
め
て
し
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　

家
庭
教
師
は
、
月
４
回
で

１
万
２
０
０
０
円
と
い
う
の
で

契
約
し
た
ら
、
家
庭
教
師
が
来

な
い
日
の
自
習
用
の
教
材
も
必

要
と
言
わ
れ
、
ロ
ー
ン
契
約
も

し
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
契
約
書
を
よ
く
見

て
み
る
と
、
教
材
は
小
学
４
〜
６

年
の
５
教
科
分
と
、
中
学
１
〜

３
年
３
教
科
分
が
あ
り
、
５
年

ロ
ー
ン
で
、
月
１
万
２
０
０
０

円
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
合
わ
せ
て

総
額
１
２
０
万
円
の
契
約
と
わ

か
り
ま
し
た
。

　

解
約
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

訪
問
販
売
で
す
の
で
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ

て
８
日
以
内
（
商
品
〈
教
材
〉

を
受
け
取
っ
て
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
な
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。

　

販
売
会
社
と
ロ
ー
ン
会
社
双

方
に
は
が
き
で
契
約
解
除
の
意

思
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場

合
、
は
が
き
は
両
面
コ
ピ
ー
し

て
か
ら
、
配
達
記
録
郵
便
で
出

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
商
取
引
法

で
は
、
最
初
に
販

売
目
的
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
大
阪
府
条
例
で
は
、

当
面
必
要
と
し
な
い
量
の
商
品

購
入
契
約
を
締
結
さ
せ
る
行
為

を
、
不
当
な
取
引
行
為
と
し
て

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
法
律
に

も
条
例
に
も
違
反
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
行
政
指
導
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

Ｑ

Ａ助
言



18.04.01 (22)

く
ら
し

くらし
　 消費生活問題出前講座
　 星のまち観光会議キャラクター
　 火災警報器の訪問販売にご注意

子育て
　 つどいのひろば
　 離乳食講習会

  漏水に注意しましょう
  まちづくりラウンドテーブル
  枚方警察署からのお知らせ

　

消
費
生
活
問
題
出
前
講
座

　

消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
直

接
提
供
で
き
る
よ
う
に
、「
出
前
講

座
」と
し
て
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
構
成
さ
れ
、
受
講
者

数
が
10
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

開 

催
日
時　

平
日
の
午
前
10
時
〜

正
午
と
、午
後
１
時
〜
４
時

※ 

１
回
の
講
座
時
間
は
１
時
間
30

分
以
内
で
す
。

開
催
場
所　

主
催
者
側
で
用
意

※ 

会
場
使
用
料
な
ど
は
、
主
催
者

側
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

テ 

ー
マ　

次
の
①
〜
⑤
か
ら
１
つ

選
択

① 
最
近
の
悪
質
商
法
を
め
ぐ
る
相

談
事
例
と
そ
の
対
処
法
！

② 

大
丈
夫
で
す
か
、
そ
の
儲
け

話
？

③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話

ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
策
！

④ 

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め

に
！

⑤ 

子
ど
も
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ご
う
！

費　

用　

無
料

申 

し
込
み　

開
催
予
定
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
日
程
・
テ
ー
マ
な

ど
を
決
め
、
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

商
工
観
光
課

※ 

申
し
込
み
用
紙
は
商
工
観
光
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

■敷地内の漏水について
　水道メーターより内側（敷地内）の水道管は、水道を
使用している人の責任で管理していただいています。
漏水が発生した場合は、市指定の給水装置工事事業者
に修理（有料）を依頼してください。
※ 市指定給水装置工事事業者が分からない場合は、水
道局に問い合わせるか、ホームページ（http://www.ci
ty.katano.osaka.jp/kakka/suidouh/）で調べることが
できます。

※ 敷地内の漏水は、水道を使用している人の負担にな
りますが、地中や床下など、発見が難しい場所で漏水
している場合は、基準に基づき減免できる場合があ
ります。詳しくは水道局までお問い合わせください。

■道路（公道）内の漏水について
　水道メーターより外側の水道管は、水道局が管理し
ています。道路などで漏水を発見したときは、水道局ま
でご連絡ください。
問い合わせ　水道局総務課営業係

■家庭での漏水チェックの手順
①家庭内の蛇口を全部締めてください。
② 玄関付近にある水道メーターボックスを開け、
メーターのパイロットが回転しているか確認
してください。

③ パイロットが回転していなければ正常です。
もし、少しでも回転している場合は漏水の疑
いがありますので、水道メーターボックス内
のバルブ（止水栓）を右に回して水を止め、市
指定給水装置工事事業者に修理を依頼してく
ださい。

漏水に注意しましょう

　

 

星
の
ま
ち
観
光
会
議
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

　

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議

は
、
昨
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機

関
紙
な
ど
で
使
用
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
そ
の
名
称
を
公
募
し
、
36

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
選
定
委
員
会
で

選
定
し
、
次
の
作
品
を
観
光
会
議

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

名 　

称　

星
の
天
満
（
ほ
し
の
あ

ま
ん
）

　

星
と
天
の
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

作
品
で
、「
星
の
天
満
」
と
い
う
名

前
を
逆
か
ら
読
む
と「
満
天
の
星
」

に
な
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

0
0
0
0パ

イ
ロ
ッ
ト

止
水
栓



(23)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

　

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

と 　

き　

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日

（
第
２
水
曜
日
と
祝
日
は
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※ 

出
入
り
自
由
。都
合
の
良
い
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

親
子
同
士
の
交
流
や
、

子
育
て
相
談
な
ど

※ 

室
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ

ん
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて
安全・安心まちづくり

18年度　大阪府警察官（巡査）募集

採用予定人員　男性約 590人、女性約 50人
対　象　昭和 51年 4月 2日～平成元年 4月 1日生まれの人
申込書の配布　枚方警察署
申込締切　4月 12日（水）〈消印有効〉まで
春の全国交通安全運動・地域安全運動

　4月 6日（木）～ 15日（土）、春の全国交通安全運動が、4月 21日（金）
～30日（日）、春の地域安全運動が展開されます。
　この運動の重点として次のことを掲げています。
［全国交通安全運動］
　①子どもと高齢者の交通事故防止
　②自転車の安全利用の推進
　③シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　④めいわく駐車・放置自転車の追放
［地域安全運動］
　①ひったくりなど街頭犯罪の被害防止
　②空き巣など住宅を対象とする侵入窃盗の被害防止
　③子どもを犯罪から守る活動の推進

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）

　

離
乳
食
講
習
会

■
ピ
ヨ
ピ
ヨ
講
習
会

と　

き　

５
月
２
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
児
の
乳
児

を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

■
パ
ク
パ
ク
講
習
会

と 　

き　

４
月
25
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

や
す
ら
ぎ
の
間

対 　

象　

６
〜
15
か
月
の
乳
幼
児

を
持
つ
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
〜

３
枚
、筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

４
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

※ 

保
育
が
あ
り
ま
す
。保
育
に
必

要
な
も
の
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

子
育
て

　
 

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
訪
問
販
売
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

６
月
か
ら
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
に
と
も
な
い
、
悪

質
な
訪
問
販
売
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
を

防
ぐ
に
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約

す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
業
者
の

見
積
も
り
を
取
っ
て
比
較
し
、
工

事
内
容
を
よ
く
理
解
す
る
な
ど
納

得
し
た
上
で
契
約
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
よ
う
な
訪
問
販
売
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

消
防
職
員
を
装
っ
て
販
売
す
る

（
消
防
署
が
販
売
や
業
者
に
販

売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
）

▽ 

必
要
な
性
能
を
満
た
し
て
い
な

い
製
品
を
安
い
価
格
で
販
売
す

る
▽
不
当
に
高
い
価
格
で
販
売
す
る

▽ 

設
置
を
急
が
せ
る
（
既
存
住
宅

は
、
一
定
の
猶
予
期
間
が
あ
り

ま
す
）

▽ 

「
今
だ
け
」「
あ
な
た
だ
け
」

な
ど
の
言
葉
で
勧
誘
す
る

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問

販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

の
対
象
で
あ
り
、
契
約
後
一
定
期

間
は
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
と
疑
わ

し
い
場
合
は
、
市
消
費
者
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
℡  
８
９
１
・
５
０
０
３
）

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、
気
軽
に

同
じ
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
交
換

し
合
う
井
戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、
情
報
収

集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

幼
児
対
策
室
＝
子
育

て
支
援
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
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子
育
て

子育て
　 外国語版母子健康手帳の配布
　 歯ッピー教室
　 ぽっぽちゃん講座
　 わくわく子育て教室

  親子でいっしょに遊ぼう
  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談

ス
ポ
ー
ツ

　

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

お
母
さ
ん
同
士
で
、
子
ど
も
の

発
達
の
道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ

あ
う
遊
び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

５
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期
（
お
お
む

ね
生
後
9
か
月
〜
12
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

10
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

５
月
11
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

18
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

 

外が
い
こ
く
ご
ば
ん

国
語
版

　

母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
の
配は
い
ふ布

　

４
月が
つ

か
ら
、
希き
ぼ
う
し
ゃ

望
者
に
母ぼ
し
け
ん
こ
う

子
健
康

手て
ち
ょ
う帳

の
外が
い
こ
く
ご
ば
ん

国
語
版
を
配は
い
ふ布

し
ま
す
。

　

下か

き記
の
８
か
国こ
く
ご語
を
用よ
う
い意
し
て

い
ま
す
の
で
、
希き
ぼ
う望

す
る
人ひ
と

は
、

Bilingual maternal and 
child health handbooks

Starting April 2006, bilingual 
maternal and child health 
handbooks are available at City 
Hall.  
The handbooks are written in one 
of the following eight languages 
along with Japanese: English, 
Korean, Chinese, Thai, Tagalog, 
Portuguese, Indonesian, and 
Spanish.
If you wish to receive one, please 
inquire at a counter when you 
report your pregnancy at City Hall.
（If you already have the 
notebook,you may not accept the 
one.)
KENKOUZOUSHINKA（℡ 893・
6405）

母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
交こ
う
ふ
じ

付
時
に
窓ま
ど
ぐ
ち口

で

お
申も
う

し
出で

く
だ
さ
い
。

言げ
ん 　

語ご　

中ち
ゅ
う
ご
く
ご

国
語
・
英え
い
ご語

・
ハ
ン

グ
ル
語ご

・
タ
イ
語ご

・
タ
ガ
ロ
グ

語ご

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語ご

・
ス
ペ
イ
ン
語ご

※ 

す
で
に
母ぼ
し
け
ん
こ
う
て
ち
ょ
う

子
健
康
手
帳
を
持も

っ

て
い
る
人ひ
と

は
除の
ぞ

き
ま
す
。

問と

い
合あ

わ
せ　

健け
ん
こ
う
ぞ
う
し
ん
か

康
増
進
課

親子でいっしょに遊ぼう！
■わかば保育園〈ちゅうりっぷ組〉
と　き　毎月 1回土曜日午前 10時～ 11時 30分
内　容
5 月 入会式、いちご狩り 11 月 散歩
6 月 どろんこ遊び 12 月 クリスマス会
7 月 プール遊び、おりがみ 1 月 小麦粉粘土遊び
9 月 いもほり 2 月 ごっこ遊び
10 月 リズム遊び 3 月 お別れ会
対 　象　交野・長宝寺・郡津小学校区に住む 1歳～ 2
歳児とその保護者（4月 1日現在）

定　員　1歳児 12組、2歳児 12組
参 加費　年 2,000 円（おやつ代など含む）
申 し込み　4月15日（土）午前10時～11時に同保育園
※ 多数の場合は、同日午後 1時から公開抽選します。当
選した人は午後 3時までに年間計画表を受け取って
ください。

問 い合わせ　4月 14日（金）までに同保育園（℡ 891・
1824）

■わかば保育園園庭開放（申し込み不要）
と 　き　5月～ 19年 3月（8月・19年 1月を除く）の
各月 1回午前 10時～ 11時 30分（雨天中止）

※ 第 2または第 3土曜日になりますので、確認して利
用してください。

■倉治保育園〈たんぽぽ組〉
と　き　毎月 1回木曜日午前 10時～ 11時 30分
内　容
5 月 入会式、外遊び 11 月 小麦粉粘土遊び
6 月 どろんこ遊び 12 月 クリスマス会
7 月 七夕かざりづくり 1 月 お店屋さんごっこ
8 月 プール開放 2 月 ゲーム遊び
9 月 運動遊び 3 月 クッキング
10 月 運動会
※子育て・健康相談もあります。
対　象　2歳児とその親（4月 1日現在）
定　員　25組
参加費　無料（別途おやつ代 1,200 円が必要）
申 し込み　4月 20日（木）午前 10時～正午に①住所②
親と子の氏名を書いたはがきを持って同保育園
※ 多数の場合は 4月 21日（金）午前 11時から抽選。結
果ははがきで通知します。

問 い合わせ　4月19日（水）までに同保育園（℡891・1116）
■倉治保育園園庭開放（登録制）
と 　き　6月～19年3月（8月・9月・19年1月を除く）
の各月 1～ 2回午前 10時 30分～正午（雨天中止）
※詳しい日程は申し込み後に連絡します。
申し込み　4月 25日（火）午前 11時～同保育園に来園



(25)18.04.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに
健やかに成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 5 月  2 日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　17年12月11日～18年1月10日生まれの乳児

1 歳 6か月児健診 4 月 18日（火）13:00 ～ 14:00

対　象　16年 9月生まれの幼児

3 歳 6か月児健診 4 月 12日（水）13:00 ～ 14:00

対　象　14年 9月生まれの幼児

育児相談 ①4月11日（火）9:30～ 10:30
② 4月26日（水）9:30～ 10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵
本の読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　C型肝炎ウイルスは、血液を介して感染し
ます。主な感染経路は輸血（血液製剤含む）で
すが、ほかにも注射器の共有や、適切に消毒
されていない器具で入れ墨やピアスをした場
合にも感染する可能性があります。
　最近では、高度な検査をすることで、輸血
用血液の安全性は確保されるようになりまし
たが、平成 4年以前に輸血や臓器移植を受け
たことがある人は、一度検査を受けることを
おすすめします。
　交野市では、14年度から国の 5か年計画で
ある「肝炎等緊急総合対策研究事業」のひと
つとして、市民健診の基本健康診査のときに、
対象者で希望する人にセットで血液検査を行
っています。
※ 対象者は、26 ページ「6月の集団健診」の
健（検）診の対象と料金を参照してください。

問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.23
もう受けましたか？肝炎ウイルス検査

わ
く
わ
く
子
育
て
教
室

　

親
子
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
幼
児
園
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。
保
育
士
ら
に
よ
る
子
育
て
相

談
や
、
栄
養
士
・
保
健
師
・
歯
科

衛
生
士
の
話
も
あ
り
ま
す
。

と
き
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

市
立
幼
児
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

参
加
者
の
住
所
に
よ
り
幼
児

園
を
決
定
し
ま
す
（
左
下
表

参
照
）

対  　

象　

13
年
４
月
２
日
〜
16

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
（
第
１
子
に
限
る
）
と
保

護
者
で
、
12
回
と
も
親
子
で

参
加
で
き
る
人

※ 

き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
保
育
は

あ
り
ま
せ
ん
。

定  　

員　

各
園
20
組
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
） 

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
ｅ

メ
ー
ル
に
①
参
加
者
と
子
ど

も
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
子

ど
も
の
生
年
月
日
③
住
所
④
電

話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
、
〒
５
７
６
ー

８
５
０
１　

幼
児
対
策
室

（e-m
ail:youtai@

city.kat
ano.osaka.jp

）

※ 

４
月
末
に
結
果
を
返
送
し
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

と　　き あまだのみや幼児園 あさひ幼児園 くらやま幼児園

1 5 月 17日（水）園内見学健康について 園内見学 園内見学

2 6 月上旬 歯みがき指導
〈6月 2日（金）〉

歯みがき指導
〈6月 5日（月）〉

歯みがき指導
〈6月 8日（木）〉

3 6 月 7日（水） 園庭遊び 園庭遊び 園庭遊び

4 7 月 12日（水）
水遊び
栄養について
給食参観

水遊び
健康について 水遊び

5 9 月 6日（水） 園庭遊び 園庭遊び 園庭遊び

6 10月18日（水）運動会ごっこ
運動会ごっこ
栄養について
給食参観

運動会ごっこ
健康について

7 10 月上旬 運動会 運動会 運動会

8 11 月 8日（水）お散歩 お散歩 お散歩

9 12月13日（水）作ってあそぼう 作ってあそぼう
作ってあそぼう
栄養について
給食参観

10 12 月または19年 1月 人形劇鑑賞 人形劇鑑賞 人形劇鑑賞

11 1 月 10日（水）園庭遊び 園庭遊び 園庭遊び

12 2 月 7日（水） 園庭遊び 園庭遊び 園庭遊び
※いずれも時間は午前 10時～ 11時 30分（園庭遊びの日は 11時まで）です。

地域区分
あまだのみや幼児園

私部南・藤が尾・向井田・大字
私市・私市・私市山手・大字森・
森南・森北・大字寺・寺・寺南野・
大字傍示・天野が原町・青山

あさひ幼児園
星田・星田北・南星台・大字星
田・星田山手・星田西・妙見坂・
妙見東

くらやま幼児園
大字倉治・倉治・東倉治・神宮寺・
松塚・郡津・幾野・私部・梅が枝・
私部西
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健　
康

健　康
　 生活機能訓練
　 5 月の予防接種

  6 月の集団健診

６月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）
と　き 健（検）診名 対　　象 定　員 結果報告 健（検）診内容

7 日（水） 総合健診D
40歳以上の人

60人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。7日（水）は除きます。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨密度検査

21日（水） 総合健診A 70人
郵　送

28日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の女性 70人

7・21日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
7・21・28日 骨密度検査 18歳以上の人 20人 踵骨超音波検査

21・28日

子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、偶数年
生まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人と、生活保護・市民税非課税世帯は無料〈事前申込〉）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 800円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  18 年 4 月 ～ 19 年 3 月 に 40、45、50、
55、60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に
肝機能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検
査をすでに受けた人は除きます。

1,000 円

　生活機能評価 65歳以上の人 無　料
胃・大腸がん検診 40歳以上の人 各 500円

肺がん検診 40歳以上の人 400円
（喀痰は別途500円）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
子宮がん検診 20歳以上の女性 500円 乳がん検診 40歳以上で、偶数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 骨密度検査 18歳以上の人 1,000 円
申し込み・問い合わせ　4月 20日（木）から健康増進課

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
任
意

接
種
（
有
料
）
に
な
り
ま
す
。医

師
の
指
示
で
生
後
６
か
月
ま
で

に
接
種
で
き
な
い
人
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
予
防
接
種
が
、
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

ワ 
ク
チ
ン　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン

対 　

象　

満
１
歳
〜
２
歳
未
満

で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
、
ど

ち
ら
の
予
防
接
種
も
受
け
て
お

ら
ず
、
ど
ち
ら
に
も
か
か
っ
て

い
な
い
人

※ 

右
記
の
対
象
者
以
外
で
、
両
方

の
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

５
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

５
月
11
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

　

生
活
機
能
訓
練

　

障
が
い
の
た
め
に
、
日
常
生
活

な
ど
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
が
個
別
訓
練
を
行
い
ま

す
。

対 　

象　

18
〜
64
歳
の
身
体
な
ど

に
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
ま
で
通
所
可
能

な
人

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
お
よ
び
医
療
に
お
け
る

機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
）
を
受

け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

期　

間　

週
１
回（
６
か
月
）

費　

用　

無
料

申 

し
込
み　

健
康
増
進
課
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、提
出

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。
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３
月
３
日
（
金
）、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

の
運
動
療
法
室
で
開
か
れ
た
親
子
ほ
ん
わ
か

広
場
。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
走
り
回
り
、

そ
の
傍
ら
で
や
さ
し
く
視
線
を
送
る
お
母
さ

ん
た
ち
が
、
輪
に
な
っ
て
お
互
い
の
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
輪
の
中
に
、
育
児
や
子
育
て
の
日
常

の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
に
、
笑
顔
で
応
じ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
大
阪
府
子
ど
も
家
庭
サ
ポ

ー
タ
ー
の
会　

ポ
ラ
リ
ス
」

の
み
な
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
ポ
ラ

リ
ス
代
表
の
細
見
美
紀
さ

ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ 　

大
阪
府
子
ど
も
家
庭

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
何
で

す
か
。

Ａ 　

大
阪
府
が
、
深
刻
化

す
る
児
童
虐
待
の
発
生

防
止
や
発
見
を
図
り
、
地
域
で
子
育
て
の

悩
み
や
問
題
を
解
決
、
ま
た
、
気
軽
に
相

談
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
に
養
成
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

Ｑ 　

ポ
ラ
リ
ス
は
、
い
つ
ご
ろ
結
成
さ
れ
た

の
で
す
か
。

Ａ 　

養
成
講
座
を
終
了
し
た
市
内
在
住
の
９

人
が
、
16
年
１
月
か
ら
例
会
を
行
い
、
交

野
市
で
行
政
と
つ
な
が
っ
た
活
動
を
し

た
い
と
話
し
合
っ
て
、

今
日
に
い
た
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ 　

お
し
ゃ
れ
な
名
前

で
す
ね
。
ど
う
い
う

意
味
が
あ
る
の
で
す

か
。

Ａ 　

意
味
は
北
極
星
な

ん
で
す
が
、〝
星
の
ま

ち
か
た
の
〞
で
、
み

な
さ
ん
が
迷
っ
た
時

の
道
し
る
べ
に
な

れ
ば
い
い
な
と
い

う
思
い
で
、
み
ん

な
で
命
名
し
ま
し

た
。

Ｑ 　

現
在
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
に
参

加
し
て
い
る
の
で

す
か
。

Ａ 　

今
、
行
わ
れ
て

い
る
親
子
ほ
ん
わ

か
広
場
や
１
歳
６

か
月
児
健
診
時
の

サ
ポ
ー
ト
、
家
庭

教
育
学
級
で
「
大

阪
府
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム　

親
を
学
ぶ
・

親
を
つ
た
え
る
」の
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

Ｑ 　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
は
何
で
す
か
。 

Ａ 　

子
育
て
の
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
は
、
小
さ

い
う
ち
に
解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

困
っ
た
と
き
、
悩
み
の
あ
る
と
き
は
、
誰

か
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
聞
い
て
も
ら

う
だ
け
で
心
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

Ｑ 　

親
の
あ
り
方
や
子
育
て
に
つ
い
て
、
会

員
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

Ａ 　

だ
れ
に
で
も
あ
て
は
ま
る
答
え
と
い
う

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
信
を
持
っ
て

子
ど
も
に
向
き
合
う
こ

と
の
大
切
さ
、
自
分
を

大
切
に
す
る
と
同
時
に

相
手
を
尊
重
す
る
気

持
ち
や
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
な
ど

を
、
親
自
身
が
子
ど
も

と
と
も
に
し
っ
か
り
と

学
ん
で
ほ
し
く
思
い
ま

す
。

Ｑ 　

今
後
の
活
動
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
で
す
か
。

Ａ 　

今
ま
で
の
活
動
を

軸
に
し
て
、
乳
幼
児

に
と
ど
ま
ら
ず
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持

つ
親
の
支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
を
訪
問

し
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
、
親
の
力
、
子
育
て
の
力
を
信
じ
て
支
え

て
い
き
た
い
」
と
細
見
さ
ん
。
子
育
て
が
、

感
動
や
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
、
地
域
に
ポ
ラ
リ
ス
が
輝
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（
℡  
８
９
３
・ 

６
４
０
０
）

※ 

ポ
ラ
リ
ス
へ
の
連
絡
は
、
社
会
福
祉
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
阪
府
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会　

ポ
ラ
リ
ス

自
信
を
も
っ
て
子
育
て
を

Vol.21

代表の細見さん

お母さんたちと話すポラリスのみなさん
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地域の人の知恵を子どもたちに伝えよう
　2月16日（木）、長宝寺小学校で、地域の人たちが先生に
なり、自分たちの特技を子どもたちに教える行事「ちえの
輪」が開催されました。
　高学年の児童が、数人ずつ13クラスに分かれて、わらぼ
うきづくりやゆかた着付け、造花を使ったフラワーアレン
ジメントなどに取り組み、教えている地域の人も一緒にな
って楽しんでいました。
　この行事は毎年行われ、児童たちが学校で勉強できない
ことを学び、人間の幅を広げるのに役立っています。

AA L BB U M
あ る ば む

倉治保育園の卒園記念山登り
　3月2日（木）、倉治保育園の5歳児35人が、卒園記念
行事として交野山に登りました。
　「里山ゆうゆう会」のメンバーに引率され、神宮寺か
ら石仏の道を通って交野山山頂に到着。山から市内を展
望したあと、いきものふれあいの里の「サワガニの小路」
を通って保育園に帰ってきました。
　みぞれが降る、寒い一日でしたが、園児たちは元気に
山登りを終えました。

ふれあいゲームと映画会
　2月19日（日）、星の里いわふねで、毎年恒例とな
った「ふれあいゲームと映画会」が行われ、約500人
の親子連れらでにぎわいました。
　会場では、空き缶積みゲームや、手づくりおもち
ゃ・玉手箱、プラ板キーホルダーづくりなどの各コー
ナーや午後からの映画会などを楽しむ子どもたちの
姿が見られました。

小さな、ちいさな　ひなまつり
　2月28日（火）～3月5日（日）、藤が尾4丁目の家
永幸子さんが、友人２人とともに、それぞれが持ち
寄ったおひなさんを自宅の部屋いっぱいに飾り、近
所の人たちにお披露目しました。
　3人で訪れた九州旅行で、柳川ひな祭りなどを見
て刺激されたことが、催しのきっかけだそうです。
　部屋には、昔懐かしいものや、ちりめん布などを
使った手づくりのものなど、やさしい表情のおひな
さんが数多く飾られていました。
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ち
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広
報
紙
の「
相
談
室
」の
ペ
ー
ジ
に

あ
る
女
性
相
談
と
は
ど
う
い
う
も
の

な
の
で
す
か
。

Ｈ
さ
ん

Ａ 　

女
性
の
中
に
は
、
男
性
に
言
え
な

い
悩
み
や
女
性
な
ら
で
は
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

 　

女
性
相
談
は
、
そ
ん
な
悩
み
・
問

題
を
、
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
持
つ

女
性
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
る
場
と

し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

 　

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
職
場
で

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
女
性
の
人
権
問
題
は
も
ち
ろ

ん
、自
分
自
身
の
こ
と
、子
育
て
の
悩

み
、嫁
姑
の
関
係
、近
隣
・
職
場
で
の

つ
き
あ
い
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
問
題

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。ま
た
、男
性

に
言
え
な
い
よ
う
な
悩
み
で
は
な
い

け
れ
ど
、
女
性
の
相
談
員
の
ほ
う
が

安
心
す
る
と
い
う
人
も
気
軽
に
女
性

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

 　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と 　

き　

毎
月
第
２
木
曜
日
午
後
２

時
〜
４
時
30
分

　

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

　

相
談
時
間　

１
人
40
分

　

定　

員　

３
人

　

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
権
政

策
室（
℡  
８
９
１
・
０
１
２
１
）

児　童　書

「くんちゃんのはじめてのがっこう」
ドロシー・マリノ作
まさきるりこ訳　ペンギン社
　
　こぐまのく
んちゃんは初
めて学校に行
きます。スキ
ップしながら
歌います。で
も学校に着く
とお母さんは
帰ってしまい、上級生の授業も
始まりました・・・
　子どもらしい、学校生活への
期待と不安の入り混じった様子
がとてもよく描かれていて共感
できます。
　オークカラーの温かさに加
え、先生やお父さん、お母さん
の優しい眼差しや、最後のくん
ちゃんの自信に満ちた笑顔は何
度読んでもうれしくなる絵本で
す。
　「くんちゃんのはたけしごと」
「くんちゃんはおおいそがし」
「くんちゃんのだいりょこう」
などがあり、どれも大好きです。

かたの子ども文庫連絡会　中嶋智子

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
方言の絵事典
　PHP研究所
オバケだって、カゼをひく！
　富安陽子　ポプラ社
そよそよさん
　仁科幸子　徳間書店
数の大常識
　笠原秀　ポプラ社
アンパンマンともぐりん
　やなせたかし　フレーベル館
こぶたのおひるね　
　森山京　ポプラ社
キタキツネ観察事典
　竹田津実　偕成社

ニッポンの名前
　淡交社　
通園べんとう
　牧野直子　雄鶏社
木彫りをはじめませんか
　駒澤聖刀　日貿出版社
お腹召しませ
　浅田次郎　中央公論新社
娘に語るお父さんの歴史
　重松清　筑摩書房
乙女の京都
　甲斐みのり　中央公論新社
今夜も落語で眠りたい
　中野翠　文藝春秋

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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交
野
市
立
教
育
文
化
会
館
内

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

倉
治
古
墳
群
出
土
品
を
展
示

　

倉
治
図
書
館
横
の
教
育
文
化
会

館
内
「
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室
」

で
は
、
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
石
器
や
土
器
、
鉄
器
な
ど
の
遺

物
や
絵
図
な
ど
の
文
献
資
料
、
み

な
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
昔
の
民

具
・
農
耕
用
具
な
ど
を
多
数
展
示

し
て
い
ま
す
。

住　所　交野市倉治 6－ 9－ 21（教育文化会館内）

▽ JR 津田駅から徒歩 10分

▽ 交野市駅から、京阪バス「津田駅」行き、「南倉治」下車、徒歩
1分

▽ ゆうゆうバス、倉治コース、「南倉治バス停」下車、徒歩1分
開 館時間　午前 10時～午後 5時（入館は 4時 30分まで）
休館日　月曜日・火曜日・祝日・年末年始
問 い合わせ　文化財事業団（℡   893・8111）か、同展示室（℡  
810・6667）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
が

交
野
の
歴
史
を
案
内
し
ま
す

　

昨
年
11
月
に
行
っ
た
「
広
報
か

た
の
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

交
野
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
い
う

ご
意
見
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
次
回
か
ら
の
「
か
た

の
歴
史
探
訪
」
は
、
歴
史
民
俗
資

料
展
示
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説

員
を
し
て
い
る
中
角
甫
さ
ん
、
村

田
義
朗
さ
ん
、高
尾
秀
司
さ
ん
に
、

展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
遺
物

や
土
器
を
中
心
に
、
遺
物
の
紹
介

や
、
そ
の
時
代
背
景
、
当
時
の
暮

ら
し
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

かたの歴史探訪

歴史民俗資料展示室へようこそ

　

昨
年
７
月
、
関
西
電
力
枚
方
変

電
所
か
ら
、
倉
治
古
墳
群
出
土
品

（
市
指
定
文
化
財
）
が
返
還
さ
れ

た
の
を
機
に
、
展
示
室
の
模
様
替

え
を
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
古
墳
時
代
の
生
活
様

式
が
わ
か
る
ジ
オ
ラ
マ
や
、交
野
の

歴
史
、
七
夕
ま
つ
り
な
ど
を
紹
介

す
る
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

希
望
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

解
説
員
や
専
門
職
員
が
展
示
物
を

説
明
し
ま
す
。

各
月
の
テ
ー
マ

５
月
大
昔
の
交
野

６
月
古
墳
時
代
の
暮
ら
し

７
月
倉
治
古
墳
群

８
月
戦
中
・
戦
後
の
暮
ら
し

９
月
縄
文
・
弥
生
時
代
の
暮
ら
し

10
月
鍋
塚
古
墳
と
森
古
墳
群

11
月
車
塚
古
墳
群

12
月
森
遺
跡

１
月
白
鳳
・
天
平
時
代

２
月
獅
子
窟
寺

３
月
交
野
の
絵
地
図

※ 

テ
ー
マ
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
の
み
な

さ
ん
（
右
か
ら
村
田
義
朗
さ
ん
、

中
角
甫
さ
ん
、
高
尾
秀
司
さ
ん
）

かたの歴史探訪

社会科の授業で見学に来た
交野小 3年生の子どもたち
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予
約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその
翌日）の9時30分から電話で広聴広報課（℡   892・0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　11日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　19日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　8日（土）星田市民センター、21日（金）市役所別館、い
　ずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 25日（火）13時～16時、星田市民センター
行政書士市民無料相談（行政書士）
　26日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内地域包括支援センター（℡   893・6423）

知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　7日（金）と21日（金）13時30分～15時、青年の家
　11日（火）と25日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・
0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 13日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定員
3人（予約制）、予約は電話で人権政策室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　20日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡   892・0121）教育相談（教育相談員）

　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日正午～18時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡  810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

4月   5 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

4 月 12 日
（第 2水曜）

4 月  12 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

4 月 19 日
（第 3水曜）

4 月  19 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

4 月 26 日
（第 4水曜）

4 月  26 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

4 月  5 日
（第 1水曜）

4 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡   892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

4 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）
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KL ネットワーク婦人学級

　市内在住・在勤の女性が「花いっぱい美しい町づくり」や「透明ごみ
袋の普及」「リサイクル青空フリーマーケット」などを行っています。6
月からは婦人学級を開きます。
定　員　各教室 20人
ところ　青年の家（茶道のみ武道館）
受講料　年 1万円（10回分）と、KL会費 500円
［申 ・問］4 月 30日（日）までに、木内さん（℡   891・4025）か、蔦田
さん（℡   891・4188）
教室名 と　き 講師（敬称略）

茶道（煎茶） 第 2・3木曜日   9：30～ 12：00 鵜飼柳交
書道 第 2・4水曜日 10：00～ 12：00 井戸清泉
はじめての英会話 第 1・3木曜日 13：00～ 15：00 大橋あや子
英会話Ⅱ 第 2・4土曜日 19：00～ 21：00 カナダ人講師
陶芸 第 2・4土曜日 13：00～ 16：00 津嶋晴秋
絵手紙 第 3土曜日 10：00～ 12：00

今西進
墨絵 第 3土曜日 13：00～ 15：30
絵だよりと墨彩 第 2金曜日 13：00～ 15：00 美帆秀映
苔玉づくり 第 2・3火曜日 13：00～ 16：00 下温湯清治

みんなのページ
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（℡  894・0667）か、角田さん
（℡  893・9189）

バウンドテニス会員
　毎週土曜日午前9時～正午、
いきいきランド交野。初心者、
中級者歓迎。50～60歳代を
中心に、和気あいあい楽しい
ひとときを過ごしています。入
会金1,500円。会費4,500円
（3 ヶ月分毎）。［申］練習日に直
接会場［問］村上さん（℡  891・
3913）

エコー・ド・シャンソン
　毎月第2・4
木曜日午後1
時～3時、妙
見坂ふれあい
会館。シャン
ソンを中心と
する抒情歌の
練習。入会金2,000円。月会費
3,000円。初心者大歓迎。楽譜が
読めなくても構いません。［申・
問］当日直接会場か、岡田さん
（℡  891・7082）

家庭料理教室
　毎月第2土曜日午前9時30
分～正午、ゆうゆうセンター調

理室（予定）。和食、中華、西洋、
デザート、ケーキなど家庭で簡
単にできる料理。入会金2,000
円。月会費2,000円（材料費
含む）。［申］谷河さん（℡  893・
1339）

新日本婦人の会「親子リズム」
　毎週金曜日午前10時～正
午、ゆうゆうセンターと地域
の会場。親子でリズム体操や手
あそび、ゲームなど。1歳半～
就園前の幼児。定員20人。入
会金100円。月会費1,100円。
講師はリズムリーダーグルー
プ。［申・問］皿海さん（℡  894・
2835）か、𠮷田さん（℡  892・
8838）

育児支援サークル「ポッポ」
　毎週金曜日（第5金曜日は除
く）午前10時30分～午後1時
30分、藤が尾ふれあい館。地
域子育ての支援。対象は0歳～
5歳の未就園児と保護者。参加
費1回100円。自由参加。［申］
当日直接会場［問］池埜さん（℡  
891・9815）

交野女声合唱団員
　毎週金曜日午後6時30分～

8時30分、青年の家。歌うこと
が好きな方、興味のある方、コ
ーラスを楽しみませんか。初心
者大歓迎。入会金2,000円。月
会費3,000円。［問］玉田さん
（℡  891・8121）か、中野さん
（℡  893・6315）

新日本婦人の会  赤ちゃん小組
　毎月第1・3・4金曜日午前10
時15分～正午、ゆうゆうセン
ター。赤ちゃん体操、マッサー
ジ、絵本の読み聞かせなど。対
象は3か月～1歳半の乳幼児。
定員 20人。入会金100円。月会
費1,000円。［申・問］小阪さん
（℡  891・4632）か、同会事務所
(℡  894・2191)

広報が届かない
ときはご連絡を

　「広報かたの」は、毎月1日
までに配布しています（1月1
日号は除く）。1日になっても
その月の「広報かたの」が届か
ないときは、広聴広報課まで
ご連絡ください。
［問］ 広聴広報課 ( ℡   892・

0121）
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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会金1,000円。月会費3,500
円。［申・問］小林さん（℡  892・
5346）か、平佐多さん（℡  893・
2699）

筆ペン同好会
　毎月第1・3火曜日午後1時
～3時、ゆうゆうセンター。筆
ペン・ボールペン・小筆を使って
楽しく文字の練習。会費2,000
円（1ヶ月）。教材費525円（1ヶ
月）。講師は木村杲海さん。［申・
問］木村さん（℡  893・2582 午
後6時以降）

交野大正琴の会
　月2回①月曜日②火曜日③水
曜日、青年の家または交野会館
（郡津駅前）。手軽に色々な曲を
弾いて楽しみましょう。入会金
無料。月会費3,000円。［申・問］
小澤さん（℡  894・0667）

ドレミふぁ！らんど 5月新開講
　毎月第2・4火曜日①午前10
時～10時50分、青年の家また
はゆうゆうセンター②午後1時
～1時50分、星田西体育施設。
歌やリズム遊び。対象は2歳半
～就園まで。入会金無料。月会
費2,000円。［申・問］小澤さん

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前10時～正
午、青年の家3階302号室。基
礎を学びつつ、なつかしい唱歌・
童謡などを歌います。心豊かな
時間を楽しい仲間と共有しませ
んか。入会金1,000円。月会費
2,500円。講師は野田房子さん。
［申・問］上久保さん（℡  892・
7037）

一人で着物を着ませんか
　毎月第1・2・3火曜日午前10
時～正午、駅前住宅集会所。会
費1回500円。［申・問］福田さ
ん（℡  892・8806）か、田井さん
（℡  892・4056 午後6時以降）

交野歌謡クラブ
　毎月第2・3・4木曜日午後1
時30分～4時、青年の家301
号室。ご一緒に新曲を覚えませ
んか。月会費3,500円（教材費
込み）。ナツメロの部午後6時
～9時の月3回。月会費2,500
円。見学無料。お電話お待ちし
ています。［申・問］佐藤さん（℡  
891・7682）

社交ダンス〝エレガンス〞
　毎週木曜日午後7時～8時
30分、ゆうゆうセンター 4階。
プロ講師の指導を受けていま
す。対象と定員は中級会員男
女10人。入会金無料。月会費
3,500円。［申］直接会場［問］石
井さん（℡  891・4657）

社交ダンス
　毎週土曜日①
午 後1時 ～（ 初
級）②午後2時～
（中級）、ゆうゆう
センター（予定）。
楽しい社交ダン
スを始めません
か。入会金2,500
円。月会費①2,500円②3,500
円。指導は奥村さん、江頭さ
ん。主催は交野社交ダンス同好
会。［申・問］安田さん（℡  893・
7740）か、近藤さん（℡  893・
1387）

女声合唱コールディレッタント
　毎週木曜日午前10時～正
午、青年の家。宗教曲・合唱組
曲など。楽しく充実した練習
です。指揮は福永吉宏さん（京
都バッハゾリスデン主宰）。入

  募　　集　●●●
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の会。［問］原田さん（℡  892・
0765）か、原さん（℡   891・
8773）

ミニチュアフードねんど教室
　4月23日（日）午後1時30
分～、いきいきランド交野。ね
んドル（岡田ひとみさん）によ
る親子粘土教室です。参加費
無料。定員は先着100人（予約
制）。［申・問］㈳交野青年会議
所事務局（℡  892・4500午後
1時～5時 url:http://www.ka
tano-jc.com）

読書会
　4月25日（火）午前10時～
正午、青年の家202号室。「ト
ム・ソーヤの冒険」（岩波少年
文庫）「エーミールと探偵達」
（岩波）を読んできて感想を語
り合う。参加費500円。講師
は大谷朝さん。主催はかたの
子ども文庫連絡会。保育（2歳
以上1人500円）希望は4月
18日（火）までに石倉さん（℡  
892・0219）［問］石倉さん

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

  ハイキング　●●●

岳      ー吉野山。約10㌔。対象は
小学生高学年以上～成人。定
員20人。交通費約3,000円。
参加費300円。年会費6,000
円。［申・問］岩本さん（℡  892・
0167）

金毘羅山（京都大原）573㍍
　4月22日（土）午前8時、交
野市駅集合。雨天中止。枚方
   －出町柳－戸寺－江文神社
－江文峠－金毘羅山－翠黛山
 －大原。一般向き8㌔。交通費
1,700円。参加費200円。［問］
鶴園さん（℡  891・6002）

大野寺から室生寺
　5月13日（土）午前7時50
分、河内磐船駅集合。駅－新
田辺－八木－大野口－大野寺
－室生ダム－竜鎮滝－竜鎮渓
谷 －室生寺。一般向き10㌔。
交通費2,500円。参加費200
円。［問］鶴園さん（℡   891・
6002）

　　　　　

  善　　意　●●●

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきまし
た。

▽  浜の池ブロックのバザー収益
金として 2万 2,063 円

▽  倉治の新庄滋商店から1万円

▽  松塚の岡本功さんから3万円

リサイクル運動に
参加しましょう

【廃油（食用油）回収】
と 　き　偶数月の第３土曜日午前９時
30分～ 10時 30分（時間厳守）

回収場所
市役所（北側） 天野が原会館
青山集会所 松塚ふれあい館
梅が枝集会所 行殿団地内
幾野集会所 倉治公民館
私市会館 青葉台自治会館
私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館
星田山手自治会館 星田市民センター
妙見坂自治会館 星田会館
倉治２ー 18ー６（古川宅前）
私市２ー 31ー５（杉本宅）

【家庭用品修理】
　切れなくなった包丁やはさみ、靴、
傘など日用品の修繕・修理
と 　き　偶数月の第２火曜日～木曜日
午前 10時～午後 3時

※ 8月は第 3火曜日～木曜日です。
ところ　市役所別館前
［問］ 交野市消費生活問題研究会（℡  

892・8568）

講演録を贈呈

　えんがわ文庫では、
15 年 12 月 2 日に開催
した、30 周年記念講
演「子どもと楽しむ絵
本」（大谷朝さん）の
講演録を作成しました
ので、希望者に差し上
げます。
［申］ えんがわ文庫の中

嶋さん（℡   893・
0486）

国税専門官募集
受験資格

▽昭和 54 年 4月 2日～昭和 60年 4月 1日に生まれた人

▽昭和 60年 4月 2日以降に生まれ、次の条件に該当する人
　①大学卒および 19年３月までに大学卒業見込みの人
　②人事院が①に掲げる人と同等の資格があると認める人
試験日と試験種目

▽第１次　6月 11日（日）＝教養試験・専門試験
［申］ 所定の申込用紙に必要事項を記入し、4月 3日（月）

～ 4月 14日（金）〈消印有効〉に郵送で提出
※申込用紙は枚方税務署で配布しています。
［問］ 大阪国税局人事第二課（℡  06・6941・5331）か、枚

方税務署総務課（℡  844・9521）

吉野山
　4月 9日（日）午前7時 10
分、近鉄あべの橋駅 1階吉
野行改札口前集合（会旗が目
印）。地蔵峠－百貝岳 －鎌倉

お詫び
　「広報かたの」2月号表紙写真に
不手際があり、ご本人、ご家族を
はじめ、市民のみなさまに不快感、
ご迷惑をおかけしましたことをお
詫び申し上げます。
　今後は、このようなことが起こ
らぬよう細心の注意をしてまいり
ます。
［問］広聴広報課 (℡   892・0121）
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  催　　し　●●●
を中心に水彩画、パステル画
など約40点を展示。主催は
洋画同好会。［問］南郷さん（℡  
892・5287）

第3バザー
　4月15日（土）午前10時～
午後4時、作業所クローバー。
衣類、陶器、小物などを販売
します。ぜひお越しください。
［問］上野さん（℡  894・4822）

みんなで語ろう 自立支援法
 4月15日（土）午後2時～4
時、ゆうゆうセンター多目的
ホール。障害者自立支援法に
ついて、当事者の方々とシン
ポジウムをします。参加費無
料。［問］大坪さんか平田さん
（℡  893・9573ミルキーウェ
イ内）

第15回 遊you展
　4月16日（日）～23日（日）
午前9時30分～午後5時（16
日は正午～）、青年の家1階ロ
ビー。月曜日休館。市内の絵画
愛好者による絵画展（油彩・水
彩・パステルほか）。費用無料。
［問］福山さん（℡  892・1653）

国際親善の輪　総会
　4月16日（日）午後2時～4
時30分、ゆうゆうセンター。
支援グループが、スリランカ
舞踊・文化を紹介。特製チャ
イと、菓子付き。参加費500
円。主催は交野発国際親善の
輪。［問］長谷川さん（℡  090・
9868・7486）か、香川さん（℡  

090・9602・0613）

くらしの相談会
　4月18日（火）午後3時30
分～4時30分、作業所クロー
バー。教育、税金、介護、リス
トラ、多重債務など、困ったこ
とをご相談ください。参加費
無料。主催は枚方・交野生活と
健康を守る会。［問］向井さん
（℡  090・3352・6057）

パッチワーク作品展示会
　4月18日（火）・19日（水）
午前 10時～午後 3時、信用
金庫（私部西1－4－20）。入
場無料。アメリカンキルト、
ちりめん細工によるタペス
トリー、バッグなど多数展
示。［問］下本さん（℡   892・
1806）

フリーマーケット
　4月22日（土）午前10時～
午後2時、松塚公園。衣類・小
物などを販売。出店者も募集
（参加費500円）。主催は作業
所クローバー。［申・問］上野さ
ん（℡  894・4822）

日本さくら草の展示会
　4月22日（土）～4月27日
（木）（月曜日は休み）午前10
時～午後4時30分（22日は午
後1時30分～）、青年の家学
びの館2号館。入場無料。苗の
即売あり。4月23日（日）午後
1時30分から講習会もあり。
受講料500円（苗・植木鉢・用
土含む）。主催は交野さくら草
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水彩画「丹水会展」
　4月1日（土）～7日（金）午前
10時～午後4時、青年の家1階
ロビー。会員の作品展。［問］丹
野さん（℡  892・6807）

第7回チャリティー・コンサート
　4月2日（日）正午（開演）、
ゆうゆうセンター多目的ホ
ール。和太鼓、器楽合奏、合唱
など10団体が出演。入場料
1,000円。主催はスリランカ
学童援助会。［問］長谷川さん
（℡  090・9868・7486）

染花（アートフラワー）作品展
　4月5日（水）～19日（水）午
前9時～（5日は午後2時～、
19日は午後1時まで）、青年
の家ロビー。会員の下半期研
修作品を展示します。［問］前
川さん（℡  891・7965）

はなきんくらぶ　
　4月7日（金）午後1時30分
（開場）～4時、ホーム明星（星
田8－6－7）。カラオケ・囲
碁・将棋など。対象は市内在住
の60歳以上の人。参加費無料
（喫茶は有料）。主催は（社福）
豊年福祉会［問］浜崎さん（℡  
894・1798）

洋画同好会－弥生展
　4月8日（土）～15日（土）
午前9時30分～午後4時30
分、青年の家1階ロビー。油絵

人口と火災・救急
2 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,379 人　（＋  50）
　　　男　　38,867 人　（＋  40）
　　　女　　40,512 人　（＋  10）
　　世帯数　29,533      （＋  70）

2 月の火災と救急
火災   3 件 　　救急　192件

　　　※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
　　サイレンを鳴らします。
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新しいそれぞれの道へ
～市立中学校で卒業式～
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　3月14日（火）、市内4つの市立中学校で卒
業式が行われ、合わせて714人（男子372人、
女子342人）の生徒が、3年間学んだ校舎を背
に、新しいそれぞれの道を歩み始めました。

富
とみなが

永  真
し ん じ

司です　
平成17年6月22日生

「みんなみんな大好きです」

（私部西）

宮
みやもと

本  桜
さ く ら

花です
平成15年 1月18日生（写真左）

　　  桃
も も か

花です
平成17年10月18日生（写真右）

「仲良し姉妹です」

（郡津）


